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日本古生物学会創立 50 周年記念事業計画について

すでに前号(化石第 33 号)に公表しましたように，日本古生物学会は 1985 年に創立 50 周年を迎えること

広なります.本学会では，実行委員会を組織し， これを記念する行事につきいろいろと検討してきましたが，

ζ のたび計画の大綱が決まりました.学会がこの 50 周年を契機に， 古生物学の進歩・発展に向って， いっそ

うの寄与ができますよう ， 下記のような計画について会員の皆さまのご理解とご協力をお願いします.

1 )記念式典: 1985 年年会 ・ 総会の折に実施.

会場には国立科学博物館を予定.

2 )記念出版物 : 古生物学の普及を目的とした単行本「化石の科学」の編集 ・ 出版.

その他， 実行委員会で適当と認めた出版の企画は対し， 記念出版物とすることを認める .

3 )各地の博物館の古生物に関する特別展示などに対する協力 ・ 援助.

4) その 他 ・ 学会のシンボルマークの公募.

・ 化石絵はがきセットの出版(下記公募要領参照) .

. 化石切手シリ ーズの発行に向けての働きかけ.

・ 基金の募集.

これらの記念事業にヲいて，ご提案やご意見がありましたら，ぜひ実行委員会までご連絡下さい.

化石写真の募集

日本古生物学会 50 周年記念事業の一環として，化石写真・絵はがきを出版したいと計画しております. 良

い写真をお持ちの方は下記の要領でふるってご応募下さい.

1) 化石のカラ ー (または白黒)写真:写真は日本およびその周辺地域産の化石の標本， 産状，あるいは

顕微鏡写真.

- 写真には学名，産地，その他の短い説明をつけて下さい.

-焼付写真にはネガまたはポジフィルムをつけて下さい. スライドの場合はそのままでけっこうです.

なお， フィルム， スライド等は採用 ・ 不採用を問わず，後ほどお返しします.

・ 記念事業のーっとして「化石の科学」の出版を計画していますが， 応募写真の中で適当なものがあ

れば，「化石の科学」に掲載させていただきます.

2) 応募締切は，昭和 59 年 3' 月末日 .

送り先 :干 920 仙台市荒巻字青葉

東北大学理学部地質学古生物学教室

化石編集部

3) 採用作品の出版権は本学会に帰属するものとします.

シンボルマー ク ・化石写真の採帰作品に対しては，記念絵はがきをはじめ 50 周年の記念品をさしあげま

す.

日本古生物学会

表紙の写真 : Clyt胤ster subPlacunariωFuchs 

100年前に発行きれた Th. Fuchs の論文

「エジプトとリビア砂漠の中新統動物約」

よ り
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“化石" 臨時投稿規定

1. 原稿の種類

和文で警かれた古生物学を中心とした原著論文，短

報， 評論， 解説， 新刊紹介， 書評， 抄録，ニュースその

他の記事.

2 . 投稿
原稿は所定の様式の投稿原稿整理カード(コピーし

て使用されたい)をそえて投稿する .

3 . 原稿の送付先

干 980 仙台市荒巻字青葉

4 . 原稿の体裁

東北大学理学部地質学古生物学教室内

日本古生物学会“化石"編集部

a. 原稿は 400 字詰横書き原稿用紙を用い ， 1 論文

の長さは原則として 40 枚以下とする.

b. 原稿には欧文の表題およびローマ字つづりの著

者名をつける.

C 原著論文には欧文の要旨をつける .

d. 原稿第 1 ページに脚注として， 著者の所属機関

を書く .

e 図または表の呼称は， 図 1 ，図 2 または表 1 ，表

2 とする.

5 . 文章
a 文章はひらがなと漢字による「である体」とし，

現代かなづかい，当用漢字を用いる . ただし， 固有

名詞や学界で慣用の術語はこの限りでない.

b 句読点は ， を用いる.

c 人名の姓には小キャピタル字体は用いない.

d. 生物の学名のイタリック字体の指定，図・表を入

れる位霞の指定は著者自身が行う.

6 . 引用文献
引用文献は文献として論文末に一括する . 体裁は地

質学雑誌に準じる . 特に必要のない限り，ページまでを

完記し， 図 ・ 表 ・ 図版数は省略する .

7 . 著者負担
a. 2 枚をこえる図版， および折込み図表は原則と

して著者の負担とする .

b 別刷は有償とする.

「化石J 投稿原稿 整 理カード
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進化古生物学の諸問題

ーシンポジウム記録一

1983年 1 月 22 日東京大学理学部における

日本古生物学会1983年年会で開催

Problems in evolutionary paleontology : Report of symposium 

Abstract A symposium “ Problems in evolutionary paleontology" was held on the occasion of 1983 

Annual M巴巴ting of the Palaeontological Society of Japan at the University of Tokyo on J anuary 22nd , 

1983. Following five talks and three nominated discussions were presented in the symposium 

Tomowo Ozawa : Evolutionary process in Umbonium (Gastropoda , Trochidae) 

Teruya Uyeno : Speciation and rate of evolution in some fishes 

Kei Mori Basic problems on scleractinian coral species 

Kazushige Tanabe : Functional evolution of the Cephalopoda 

Yasuhide Iwasaki : What can be known through paleoecological approaches つ

Discussions: 1. Itaru Koizumi : Toward evolutionary paleontology of microfossils. 2. Toshiyuki 

Yamaguchi : Speciation of barnacles. 3. Shoichi Shimoyama : Preservation of primary inforｭ

mation in fossil populations as viewed from size frequency distributions in some gastropods 

Conveners : ltaru Hayami and Kiyotaka Chinzei 

目次

ま え が き ….. .. … ・…・・…… ……・…ー・・ ……・・・…速水格 ・ 鎮西清高 2 

キサゴ類にみられる進化過程………… ・…一 ……… ・ ………一一………………小沢智生 3 

魚類の種分化 と進化速度・…・………・・………… ・……・ ・……・・………………ー上野輝粥 4 

六射サンコ。類の種に関する基礎的諸問題…・ー… ・ ・…. ... ………・・…………・-…・森 啓 7 

機能からみた頭足類の進化 …・………………H ・H ・-…… ・ ・ …・…・…・… -… ・ - 棚部一成 9 

古生態学的アプロ ーチでわかること…一一……ー・ ・ …… …………ー……………・ ・・ ・岩崎泰頴 13 

指名討論- …・・… ー ・… …・……・…・………………ー….. ....小泉格 15

山口寿之 16 

下山正一 16 
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まえ力ずき

日本古生物学会で進化を標題にかかげる生物学的

古生物学 (paleobiology ) の討論会が持たれるのは

1964 年の年会(九州大学)以来のことである . この

時には今は亡き早坂一郎 ・ 遠藤隆次 ・ 遠藤誠道 ・ 半

沢正四郎 ・ 鹿間時夫の諸先生を含む鋒々たる古生物
学者が一堂に会して活発な討論が行なわれたのを記

憶する(化石第 8 号参照) . それから早くも約 20 年

の歳月が流れた. その聞に古生物学の研究手段は関

連諸科学の著しい発展と革命的ともいえる科学技術

の進歩と相候って大きく変化し，研究の対象が格段

に拡がった . 分子生物学やプレ トテ ク トニ クスの

急速な発展は我々古生物研究者の自然観を大きく変

化させ，年代測定，古地磁気測定， 電子顕微鏡， コ

ンピュータ ー， 海洋調査技術の発達は，従来考えら

れなかった新しい進化古生物学の可能性を生み出し

た . その一方では伝統的な化石の記載的研究も現代
的な分類概念のもとに進められ，化石記録に関する

知見も大いに増加しつつある .

化石を生物進化の直接の証拠として， その生物学

的側面を掘下げる研究はかなり古くから始まってお

り ， 我国でも戦前の文献にいくつか先駆的な研究を

散見する . しかし，この分野の研究者が著しく増加

して研究が活発になったのは世界的に見ても 1960

年代以降で， 国際昔、 Lethaiβ や Pal巴obiology の創

刊やこの方面のテキストブック類の刊行はそのあ ら

われであろう .

今回のシンポジウムは， 広汎な進化古生物学の課

題の中で， 特に進化過程と古生態の生物学的側面に

焦点を合わせ，この分野の第一線の研究にとり組ん

でいる中堅どころの研究者数名にお願いして ， 自由

な形で研究の概要と展望を語っていただくよう企画

した.問題が多岐にわたり ， 初めての試みでもある

ので，ここで何らかの結論を期待するものではない.

しかし，研究者相互の間で，またこれからこの分野

の研究を志向する者にとって ， どのような進化古生

物学のテーマがあり ， どのようなアプロ ーチが行わ

れつつあるのかを知るのは， 現在の時点できわめて

有益と考えた次第である .

小沢智生氏はキサゴ類の進化過程につき未公表の

資料を示 して研究の概要を紹介した. キサゴ類は有

名な棋山次郎先生の研究以来， 好適な進化研究の素

材とみなされてきたが，同氏の研究では進化の場と

なった広汎な西太平洋地域の現生および化石個体群

を代表する集団標本と綿密な生態の観察に基づいて

信頼性の高い進化過程の復元が試みられている . 特

に多型頻度の季節 ・ 年次変動 ・地理的変異 ・ 時間的

変化の解析は，まさに古生物学と遺伝学の接点を築

き ， 統一的な進化の理解を生むものと期待される .

FOSSILS 34 (1983) 

上野輝粥氏は魚類の系統進化を解明するためには，

それぞれ利点と限界を有する種々の学問分野の手法

を使って総合的な探求を行う必要性を強調している .

穣分化の機構は進化学の中心的な課題であるが，そ

の要因としては地理的 ・ 生態的 ・ 行動的隔離ととも

に染色体の倍増 ・ 半減 ・ 部分構成の変化などが重要

な役割を果しうることを コイ科( 2 倍体)とサッカー

科( 4 倍体) の関係やグデア科の種聞にみられる染

色体のちがいを例にとって説明した. 大規模な突然

変異による瞬時的な同所的種分化は最近になって大

進化の l 要因として見直される気運にある .

森啓氏は従来どちらかというと個体群を単元と

する取扱いが不十分であった六射サンゴの分類形質

(特に隔援の配列様式)の評価について基本的な問

題を提起している . 喜界島の更新世堆積物には単体サ

ンゴ Cmyophytlia を多産し，その集団標本には 6 の

倍数から 14 の倍数にいたるまできわめて広範囲の

隔壁数の個体変異が存在することを明らかにした.

このような分類形質の再評価は他の多くの分類群で

も必要と思われ， 同氏の指摘するように個体変異の

検討が前提となる .

棚部一成氏は 1982 年の本会学術賞受賞者であっ

たので， 慣例としては年会の特別講演となるところ

を特にお願いして本討論会で話していただし当た . 機

能形態(または構成形態)の研究は近年進化古生物

学の中心テーマの一つである . 特に有殻頭足類の機

能形態の解析は国際的に著しく関心の高まっている

課題である . 同氏の研究グループが行っている現生

オウムガイやトグロコウイカの気室と連室細管系の

微細構造，軟体部の組織，形成過程の解明は多様な

化石頭足類の適応戦略と進化を考察する上に重要な

基礎を築くものであろう .

生物とそれをとりまく環境との非可逆的で長期に

わたる相互作用の解明こそ古生態学の中心テーマで

あるという視点は，今では多くの研究者の共通の認

識となっている . この目標にアプローチする上で不

可欠なことは， まず化石記録からどこまで過去が復

元できるかという問題に対する正しい理解であろう .

岩崎泰頴氏は，この点について， 現在の浅海系貝類

相と貝化石群とを対照させながらさまざまな角度か

ら具体的に論じ ， 化石の群集的取扱いに対する展望

を与えている .

これらの話題提供のほか， 指名討論として，小泉

格氏に最近の海洋底調査の発展にともなう分解能の

良い微化石資料を用いた進化古生物学の将来性を，

山口寿之氏には固着生物のフジツボ類の分類進化研

究の現代的な方法を， 下山正一氏にはタホノミ ー研

究の 1 例として主として巻貝の殻サイズ頻度分布に

関して生貝の情報が死殻や化石にどのように保存さ
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れるかを ， それぞれ第一線の研究者の立場から話し

ていただいた.

すべての話題を通じて進化古生物学を志向する研

究者は， 今や化石の形態にとどまることなく ， 自ら

積極的に関連する現生生物を研究し， その知見を化

石に還元することにより進化の理解を深めようとす

る共通した姿勢が強く感じられた. 総合討論のため

の時聞が十分とれなかったのは世話人としておわび

3 

しなければならないが， 本会のシンポジウムとして

かつてない多数の参会者と熱の入った討論があり ，

進化古生物学への関心の深さがうかがわれた . 世話

人の依頼を快諾していただいた話題提供者，指名討

論者および参会者の皆様に深謝の意を表する .

シンポジウム世話人

速水格 ・ 鎮西清高

講演・指名討論の要旨

小沢智生(兵庫教育大学) :キサゴ類にみられる進化

過程 (Tomowo Ozawa: EvoJutionary process 

in Umboηium (Gastropoda , Trochidae) 

インド洋から西太平洋地域にかけて分布するサラ

サキサゴ亜科 (Umboniinae) の巻貝は， 生態学的

に ， 進化学的に極めて興味深いク.ループである.大

部分の原始腹足類が岩礁地帯で外生的な生活を送る

中にあって ， 本.9E科の巻貝は， 例外的に砂泥底に進

出し， 滅過食者としての内生的生活を送り ， かつ ，

大集団を形成し群棲するなどの生態的特異性を示し

ている . 同更科の巻貝は， 殻の地色， 色帯および色

模様に， メンデル退伝に支配された顕著な多型を保

持しており ， それを手がかりとして集団内 ・ 集団間

の遺伝的変異の調査が容易で， 穣の遺伝的構造が，

集団の大きさ ， 自然選択の強さ ， 集団間の移住の大

きさなどの関連において ， どのようにな っ ているか

を解明できる絶好の素材でもある . 色模様などの多

型は ， 化石にも良く保存されており(例えば，中新

世中期の日本産キサゴ類の最古の化石種にも認めら

れる) ， キサゴ類では， 長大な時間スケールを有する

進化の過程を， 多型を構成する各表現型の頻度の変

化，あるいは遺伝子頻度の変化として研究できる利

点がある .

新第三紀中新世中期以降， 日本附近は， インド洋

西太平洋地域におけるキラサキサゴ亜科の分布の一

中心地となっており ， Umbonium 属の Protoro tella

および Suchium 亜属の多くの積が報告されて来て

いる . 日本のキサゴ類については， Makiyama 

(1 924 ) 以来， 少なからずの研究があり ， 日本産軟

体動物としては， その系統発生が良く解明されたも

のの l つとされている .

筆者は，現生種の集団内 ・ 集団聞の遺伝的変異の

調査を手始めとして ， 日本附近産のキサゴ類の進化

について， 集団レベルで研究を進めて来たが， 以下

は， 成果のうちで，シンポジウムの際に述べた内容

の概要をまとめたものである .

日本列島およびその周辺域には， Suchium 5 種が

現生しているが， そのすべてが日本列島沿岸に知ら

れている . 日本のキサゴ類の代表的な種 Umbonium

(Suchium) costatum の集団標本を調べると ， 殻の地

色に ， 茶褐色， 黒色， 黄色， 白色の 4 型が認められ

る . この 4 型は ， ヒトのABO血液型と同じ遺伝機

構に従う事が， 各地よりの自然集団の表現型頻度と

複対立遺伝子系による理論的期待値との聞の検定で

明らかになった . キサゴの場合， 標準型(里子生型)

の茶褐色個体が劣性ホモ接合体のO型に相当する .

各地色の殻には， 更に ， 縫合線部に赤色の色帯をめ

ぐ らす偲体と ， 色帯を持たない個体があり ， 色模様

においても ， ストライプの広い個体と ， 狭い{国体が

存在する . これらの多型も ， それぞれの遺伝子座に

おける対立遺伝子支配によるものと考えられる . 集

団の表現型頻度の分析から ， 地色，色帯， 色模様の

遺伝子座は連鎖している事も明らかになった . キサ

ゴに認められるものと基本的に同 じ多型が， ダンベ

イキサゴ Umbonium (Suchium) giganteum， タイワ

ンキサゴ U. (5.) sturale， イボキサゴ U. (5.) moniｭ

liferum にも平行的に認められる . ただし， タイワン

キサゴでは， 色帯に関しては単型であり ， イボキサ

ゴでは， 地色および色模様に更に多くの表現型が附

加される .

多型の適応的意味を探るため ， 同一集団における

頻度の季節ならびに年次変動， 表現型頻度の地理的

変異の調査， 遺伝子頻度の確率分布の解析を行った.

その結果， 地色， 色帯の遺伝子座において，ヘテロ

接合体の超優性が認められた.キサゴ類において ，

遺伝的変異が維持される機構としては， ヘテロ接合
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体の超優性が重要なものであると考察された . イボ

キサゴを例にとると ， 晩秋から冬期の低水混期に初

期発生を終え， 早春に着底する幼貝の表現型頻度は，
親貝の頻度からの期待値より，常に， 劣性ホモ接合

体と考えられる野生型の茶褐色個体が相対的に少な

し初期発生の途中で， 色変りの突然変異型に有利

な選択が働いている . 幼貝が成貝に向け著しく成長

を遂げる夏期には，主として， カニ類の捕食によっ

て突然変異型に不利な選択が働き ， 集団の遺伝子頻

度は，ほぽ平衡に維持される . 以上の結果と調和的

な事実が， 地理的変異にも認められる . 即ち ， 初期

発生期の水温がより低い北方の集団では， 色変りの

突然変異型個体の割合が高く ， 南方に向って野生型

の頻度を増大させるクラインが認められる . ただし ，

分布の北限， 南限の小集団では， 浮動の結果， 野生

型に固定している .

色彩多型における表現型頻度の時間的変化をみる

と ， 数十年程度では， 同一集団の頻度は， ほとんど

有意に変化せず安定に保たれている . 同一湾内ある

いは同一地域の集団の 1000 年オーダーの変化をみ

ると ， 縄文海進期の集団は， 弥生あるいは現代の集

団に比べ， 一般的に野生型の割合が高かったことが

結論づけ られる . 房総半島の上総 ・ 下総両層群にお

けるキサゴおよびイボキサゴの化石集団の多型の頻

度の時間的変化をみると ， 両種が出現する約 100 万

年前の層準では，同種とも野生型(茶褐色)の位1f;本

で占められており ， その後， 色変りの突然変異型を

次第に増加させ，ある一定のレベ/レで平衡を保ちな

がら現在に至っていることがわかる . 両種の約 100

万年間の形態変化は， 体殻上の螺肋の数のモー ド値

などからみる限りでは， 明確に認められない.

以上の事実に ， 現生種の縁辺隔離集団の同型接合

性， ならびに ， キサゴ類の分布の縁辺地域の南西諸

島， 台湾などから発見される多くの化石種集団の同

型接合性の事実を併せ考察すると ， キサゴ類の進化

の基本的な様式は次のようにまとめられる .

新種は ， その種を派生させた種の分布縁辺部の野

生型に固定された隔離小集団より形成される . 形成

された種の多くは， その集団のサイ ズを増大し， 安

定な穫となる以前に ， 環境変化のあおりを受けて絶

滅する . しかし， 中には， 集団のサイスを増大させ，

新しい有利な突然変異を蓄積しつつ， その穫を分化

させた親の種の分布域に侵入 し ， すみわけを行った

り ， あるいは親の種を生態的に置換し絶滅に追い

やったりする種も認められる .

現在， 日本に現生しているキサゴ， イボキサゴは，

化石記録から ， 恐らく台湾 I~付 近で極分化し， 約 100

万年前に 日本に移住 して来た極である キサコは，

移住に際し，親の積である Umbonium (Suchium) 
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obso lelum の生態的地位を奪い絶滅に追いやった穫

である ら しい. 洪積世早期におけるサプスウチキサ

ゴ Umboηium (Suchium) suchiense subsuchieηse と

現生種ダンベイキサゴ U. (5.) giganteum の関係も ，

obsolelum と coslalum の関係に近いものであろう .

キサゴ類の種聞に認められる色彩多型の平行現象

は ， .共通の祖先より同じ遺伝子を分かちあって進化

して来た結果でなく ， 上述したように，種分化の際，

一度失った多型性をその後の突然変異によって ， 再

び獲得し ， 新しい種の集団中に平衡多型として再現

させた結果である事が判明した.

キサゴ類の進化を形態的にみると ， Eldredge and 

Gould ( 1 972) による Punclualed Equilibria Model 

が， 大旨， 正しいものとして採択される . その好例

は， 洪積世早期におけるサブスウチキサゴより ， 現

生種のダンベイキサゴが種分化した事件にみ ら れる .

ただし， 1 つの種の生存期間を通しての系列内での

漸進的進化もスウチキサゴ Umboηium (Suchiurn) 

suchiense suchiense よりサプスウチキサゴ u. (S.) 

suchiense subsuchiense に至る進化などに認められ

る .

日本附近におけるキサゴ類の進化は， 中新世中期

初頭(約 16 m.y. B. P. ) 以降， 現在に至るまで ， 日

本列島を中心とした限定された地域内て\ めんめん

と行なわれてきたことがわかる . 中新世中期に Pro

ωrolella の種より分化した Suchium の種は， その

後， 日本列島沿岸で展開された寒 ・ 暖両海流の進退

に伴って ， 分布を変化させつつ，種分化を く り返し，

現在に至っている . 日本およびその周辺域よりのキ

サゴ類としては， 筆者の研究結果も含め Proto

rolella 8 種 ， Suchium 19 種 ， 2 亜種(うち現生 5 穫

l 亜種)が知られてきている .

講演では ， キサゴ類の系統発生についての新しい

見解を， 種の時空分布図とともに示した.

上野輝粥 (国立科学博物館) :魚類の種分化と進化速

度 (Teruya Uyeno Speciation and rate of 

evolution in some fishes) 

生物の系統進化学的研究は単純に一つの学問分野

の手法だけで解決できる問題でなく ， 種々な方向か

ら総合的に探求する必要がある . 魚類の系統進化の

諸問題を解決するに当っても 同様で， 筆者は分類学

的， 形態学的，細胞遺伝学的， 生物地理学的， 古生

物学的手法を用いて多面的に取り組むことを試みて

きた .

生物のある系統群の進化について考える時， 種分

化と進化速度は常に考えるべき二つの面である . こ

こでは， いくつかの間題を例にとり ， 魚類における
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種分化と進化速度について考えてみたい.

積分化は分類学的には既存の種から複数の種ある

いは分類群が分岐して生じ ， あるいは消滅してゆく

現象として捕えることができる . そして進化速度と

いう面では， 一定時間における種あるいは分類群の

出現頻度， 絶滅の頻度として比較し ， 認識すること

が可能である . 一方， 種分化は形態学的に ， いろい

ろな変異幅のある形態的諸形質をもっ個体群が， 連

続的に，不連続的に変化して ， 異なった変異幅を持

つ異なる個体群に分岐したと見られる現象として捕

えることができる . そして進化速度は， ある一定時

間における形態変化を化石資料をもとに視覚的に ，

また計測値として統計的に比較すること ， および単

位形質の出現， 復合形質の形成としても捕えること

ができると思われる .

また在fi分化は細胞遺伝学的に， ある種の遺伝シス

テムから ， 何らかの生殖的隔離により ， 新しく辿伝

子流通が閉じ られ， 新しい巡伝システムが生じる現

象として捕えることができる . そして進化速度はあ

る一定時間内にそのような隔離の生ずる頻度として

表現できる . このような生殖的隔離の原因としては

地殻の変動などによる地理的隔離， 生態的， 行動的，

形態的隔離などとともに遺伝物質 DNA の増加， 減

少を伴う染色体突然変異， すなわち染色体数の倍増，

半減， 部分的増加， 減少， 染色体の部分構成のi!iï;{立，

切断， 合着などによる変化， また遺伝子突然変異に

よる辿伝子そのものの変化が考え ら れる . 進化速度

はこのような変異が一定時間内で起る頻度というこ

とになる . 実際には各種突然変異に質的な差が大き

し比較は困難であるが， ある蛋白質のアミノ酸の

配列順序の変化， 電気泳動法などによる遺伝子座の

変化， 染色体数の変化などで比較をすることができ

る . 筆者が取り扱ったケースで最も明確に思えるの

は核における DNA の倍加を伴う染色体の倍培， す

なわち倍数化である . たとえば染色体数が倍増して

2 n か ら 4 n になると ， 2 n の個体と 4 n の個体の

聞には 3 n と言う ， 一般には子孫を残せない接合子

しかできないため， たちどころに生殖的隔離が成立

する . 染色体の倍数化は雑種形成の場合や人工的に

は卵子の低温処理によって生じることが確認されて

いる .

種分化は生物地理学的には地殻の変動， 生態環境

の変化などに伴う個体群の地理的隔離という形にな

る . 地理的隔離は遺伝子の流通を妨げ，山， 砂漠，

海などにより分断されて個体群が小さくなり ， 自然

選択の圧力に差が生じ， 異なった方向へ分化する速

度を早める原因となる . 最近では大陵や島々の移動

をプレート ・ テクトニクスによって説明 し ， 生物の

分布パタ ー ンを追求する動きも盛んになってきてい
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る (Springer ， 1982) . 種分化は， 古生物学的には，
時代の流れに沿って分岐して生じた種々の形態の差
を， 化石をもとにして連続的なあるいは不連続的な
変化として読みとってゆく作業を通し， 進化速度を
一定時聞における形態差出現の速度として捕えるこ
とになる .

このような観点から魚類の種分化と進化速度の具

体例を見てみよう .

四倍体起源のサッカー科 (Catostom idae)

{反'骨 j角、綱コイ自に属するサッカー科は純淡水魚、で，

主として北米大陸に分布し， 11 )，，r;; 60 種に分化して

いる . 中国の長江を中心に l 属 l 穫がいるが，これ

が最も原始的な形態をしている . 咽頭歯の形状など

か ら サッカー科からコイ科が生じたという意見が強

かっ た .

コイ科もサッカー科も顎に歯がなく ， 特殊な咽頭

骨， 咽頭歯をもっているのが特徴であるが， 両科と

もアジア大陸で始新世に出現し， 始新世にべー リン

グ陸橋を渡って北米大陸に移住したことは化石の記

録で証明されている . 両科とも北米大陸で適応放散

現象を起し， 大いに種分化が行われたのは中新世か

ら後期鮮新世にかけてであった. 筆者がサッカー科

の染色体と DNA 量を調査したところコイ科の二倍

であった . サッカ ー科はコイ科か ら染色体の倍増に

よ っ て生じた科であることが明らかにな っ た

(Uyeno and Smith , 1972) . そこでサッカー科の種

分化と進化速度を簡単に述べると次のようになる .

始新世の早い時期にサッカー科はアジア大陸でコイ

科から染色体の倍増という過程を通して生じ， 四倍

体となった後， べーリ ング陸橋を渡って北米大陸に

達した . 北米大陸始新世の同科の化石は背びれの基

底の長い原始的なタイプで， カナダのプリティッ

シュコロンビア ， ワイオミングなどで発見されてい

る.中新世の後半には現在の属のレベ/レに分岐し，

ロッキ 一山脈の上昇と変動によって生じた多様な環

境により地理的に隔離されて適応放散現象を起して

鮮新世には約 60 種にまで分化して現在に至ってい

る . これは 5000 万年ほどの聞に起ったできごとであ

るが， 背ぴれ基底の短い新しい型のサッカーが出始

めるのは中新世以降である .

コイ科， サケ科の例

コイ科のプラゴプテ/レス類のアリゾナ州における

種分化は約 600 万年の聞に 3 属 6 穫が出現したこ と

を物語っており ， 形態の特殊化と核型の変化の関係

によ り， 染色体突然変異が種分化に果 した役割を示

唆 している (Uyeno and Miller, 1973). 
北米大陸の西岸における ニジマスやノド キリ マス
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類の種分化においても同様のパターンが認められる

が， これについては既に他誌に解説したので参考に

して頂きたい(上野， 1980). 

地史がわかり ， 化石が発見されており ， 分布が限

られ， 比較形態学的研究が進んでいる分類群を選ぴ

核型を比較すると興味ある結論を得ることが多い.

メキシコのレ jレマ盆地で中新世以降に 1 2 属 36 種に

分化したグデア科の場合もそうである (Uyeno et 

al. , 1983). 

:・14JIP\
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メダカ自グデア科 (Goodeidae) の種分化

メキシコ市の西方に広がるレルマ盆地は高原に

あって，周囲の山々から川が流れこみチャパラ湖を
形成し，この湖から流れ出して太平洋岸に下りる .
このレルマ盆地の水系は現在では至る所で砂漠によ

り流れが分断されており，これらの隔離された環境
で，グデア科は中新世以降に 17属 35種に分化し た

と考えられている . この限られた地方にのみ分布し
ており ， おそらく南米大陸から北上して来たメダカ

自の一科から分岐した一群である . 特殊な交尾器を

MEXICO 

10"- '0' ・

図 l グデア科魚類の分布.各属の分布の外草11に近いJ也点を示している

1 Chamcodon, 2 Xenoopho11ls, 3 Goodea. 4 Alaeniobius, 
5 Xenoloca , 6: Alloloca, 7: Skifjia, 8: Hubbsina, 9 ・ Girar.

diniclllhys, 10: Zoogo l1e!icus, 11: l lyodon, 12: Allodonlichlhys, 
13 : Xenolaénia , 14 グデア科の属の蜜l広の最も高い地域(17属中 11

4司 )， 1 5: llyod仰の磁の管皮の宮内、地域 . (Uyeno et a l., 1983) 

"・

". 
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持ち ， 胎内授精を行い， 卵でな く稚魚を出産する標

準体長 2 ~ 10 cm ほとeの魚である . 化石は レルマ盆地

の中新世の地階から出てくるが， 既に現生穫の科の

特徴を立派にそなえている . 雄が小型で， より多く

の般的形質を持って いる .

きわめて限られた地域で， 限 られた期間に起った

極分化の実験場とでも言えるような興味深いケース

であるので， 筆者らは生態や行動の調査 とともに ，

舷型の解析を行っ た . 染色体数は基本的に 2 n=48 

で 35 極中約 2/3 がこの数であ った . 他の 1/3 の極は

決色体の合着により大型の中部着糸型の染色体を形
成し， 地理的隔離の甚しい Chm町odon は 2n = 24 

にな-っていた . 数ばかりでな く ， その形む端部着糸

mーから 1=1哨11者糸y.'!.への変化が起ってることわ多く ，

淡色体突然変異の額分化への彩;!.~.:を示唆している .

グデア科の維は交尾の際， 種に特有のダンスを行

い，行動的生殖隔離も成立している ( Fitzsimons.

1 974 ) こ とも判明しており ， 中新世の化石について

は Smit lnnd Miller (1 98 1 ) の報告がある.このよ

う合意味でむグデア科は進化の実験材料としてきわ

めて iぜれている .

H~而!の青11合上， 具体例は二つの場合に限ったが，

M分化 と進化速度を語る資料は魚類の場合だけでも

刊行f に認め ら れる . 一般的に ， 科や自の特徴となる

511形'n は その分類群が化石として出現した l時期にほ

とんと:- (Miわ ってしまっ ている . グデア科の場合もそ

うであった . シェーファ ーが行ったシーラカンス士買

の形質出現分析において明らかになったような事実

(Schaeffer. 1952) は ， 魚類全般の進化速度に対し

でも該当するようである .
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森 啓 (東北大学) 六射サ ン ゴ類の種に関する基礎

的諸問題 (Ke i Mori Basic problems on 

scleractinian coral species) 

六射サンゴ類(六放サンゴ類)は三日-紀から現在

までま11 られている腔腸動物門に属する l グループで

ある . これまで多くの分類学的研究が行われ， その

集大成は Vaughan and Wells (1 943) に よって完成

され， こ;iLが Well s (1956 ) による Trea ti se on ln 

vertebrate Paleontology (F) のまとめの基礎となっ

ている . またフランスの All oiteau (1 952 , 1957 ) も

独自の分類体系をまとめている . 六射サンゴ類、の従

来の記，肢を概観すると ， 一つ一つの穫の記i戟i依Iに おい

て取t抜放う 個{体本数が一般に非常に少な くし， 特に化石六

射サ ンコ

i似傾ほ頃i向が強い . 当然の帰結としてこれま での程の分類

は頒型分類であり ， 額数の増加と共に ， きわめて小

さい骨格形質の違いに基づいて ， そ の形質の相違が

どのような意味をもつかの検討なしに新種が報告さ

れるケ ースも少なからず見うけられる . 六射サンゴ

類の分類において ， 種を {国体群の立場か ら と らえ ，

その形質の種内変異を十分に認識しなければな らな

いことは以前から指摘されてきたことではあるが，

これに対処できる資料確保が困難なこともあって ，

ほとんどの種属において知られていない現状にある .

本論の目的はこの問題を今後どのように解決してい

くかの糸口をつかU ことにある .

わが国の第四系には単体六射サンゴ類が量産する

ことがいくつかの地域で知られている . 特に鹿児島

県喜界島に分布する琉球層群湾層には保存良好な単

体サンゴが多産する . 今回この湾層から総数 1 万個

体以上の単体サンゴを採集し， それぞれの種におけ

る骨格形質の変異を知るに適した資料を得たのでそ

の結果の一部と意義について考察する .

主i主体サンゴの産状及び研究方法

喜界島上嘉鉄に分布する琉球層群湾層の一音ßは末

固結で， 下位約 l. 5 mは有孔虫， 単体サンゴ， コケ

虫， 二枚貝 ， 巻貝 ， 腕足類等からなり ， その上位に

石灰潔球を主体とし， 単体サンゴを欠いて群体サ ン



8 

ゴ破片を含む地層がのっている . 単体サンゴを多産

する下位層は 1‘淘汰が悪 く種々のサイズの化石が
散在しているこ と ， 2.岩相が一様でその間の環境の

変化は考えにくいこと ， 3 サ ンゴはアラゴナイ ト骨

格がそのまま保存されており ， 骨'絡の詳細が現生の

ものと同じように観察できること・等の特徴があり ，

サ ンゴの死後の運搬破壊作用や続成作用はほとんど

無視し うる程度であったと推定される . このことか

ら本地点のサ ンゴ化石個体群は原地性またはそれに

近 く ，生息時の個体群の特性を十分保持しているも

の と考えられる . 従来本地点か ら 21 属 27 種の単体

サンゴが報告されている (Yabe and Eguchi , 1932, 

1942). この中で CmyophyLLia (Premocyathus) 

compressa (Yabe and Eguchi) (和名ムシパサンゴ)

について 1090 個体を採集し， 個体ごとに高さ ， 直径

を Measure Scope によって 10μ 単位まで計測し，
隔壁の配列，爾壁の数， パ リ の位置及び数等につい

て検討を行った . 以下に上記単体サンゴ骨格のそれ

ぞれの形質における個体間の変異をのべ， 従来の分

類規準としての考え方とを対応させながら問題点を

指摘する .

個体群内の変異

l. 隔壁の配列様式

六射サンゴにおける隔壁の配列は軟体部の隔膜の

配列と一致し ， 6 の倍数のものが圧倒的に多い. 六

射サンゴの名前はこの配列傑式に由来している . し

かし六射サンゴでありながら 8 の倍数や 10 の倍数

を基本とする隔壁配列をも っサンゴも知られており ，

Yabe and Eguchi ( 1942) は Cmyoþhyllia (Premoｭ

cyathus) co押ψressa の隔壁は 10 の倍数で増加する

のが特徴であるとした. 今回採集した 1090 個体の隔

壁配列様式は大きな変異を示し， その内訳は次の通

りである .

6 の倍数を基本とするもの (hexamera l ) 5 個体

7 1/ (heptameral) 15 11 

8 11 (octameral) 63 11 

9 11 (nonameral) 145 11 

10 11 (decameral) 739 11 

11 1/ (endecameral) 85 1/ 

12 11 (dodecameral) 33 11 

13 11 (decatrimeral) 3 11 

14 11 (decatetrameral) 2 11 

合計 1090 個{本

以上の結果から隔壁配列様式について要約すると ，

a 個体群の中で 10 の倍数を基本とするものが圧倒
的に多 く ， 全体の 68%をしめるが，他に 6 の倍数か

ら 14 の倍数を基本とするものまで含まれている . ま
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た 10 の倍数のものから遠ざかるにつれて個体数を

減じているのが特徴である . b これまで 12 の倍数

を基本とするものは常に 6 の倍数のものと同じに解

釈されてきたが， 隔壁の大きさ ， パ リ の位置によっ

て両者は明瞭に区別できる c 従来隔壁配列の基本

数の違いは種や時に属の違いを示す特徴であると考

えられてきたが， 本個体群の示す変異をみる時， 各

種属において詳細な検討なしに分類規準として用い

ることができないことを示している . この結論は

Mori and Minoura (1983 ) の結論と一致する .

2. 隔壁のサイ ク Jレ ， 隔壁数及びノf リ

本種の各個体は隔壁配列様式が異なってもほとん

ど第 3 次までの隔壁をもっている . 例を最も 個体数

の多い 10 の倍数を基本とするク.ループにとると ， 40

の隔壁をもっ個体は，第 l 次隔壁(原隔壁) 10 +第 2

次隔壁(後隔壁) 10+第 3 次隔壁(後隔壁)20 の 3 サ

イクルからなっている . しかしこのグループのすべて

の個体において第 2 次サイクルまでの隔壁数は

10+10 で常に 20 であるが， 第 3 次サイ クルの隔壁

数は 20( このグループの最大隔壁数)だけでな く ，

18, 16, 1 4 ー と極々の変異を示している . 従来の分

類では 38( 10 + 10 + 18) 以下の隔壁数をもっ個体は

40 (10+ 10 +20) の隔壁数をもつものの ímmature

fonn と解釈され， 第 3 次サイクルは水不完全H であ

る と記載されてきた . 今回の結果で今迄の考え方 と

最も異なる点は 38 以下の隔壁数をもっ個体も 40 の

隔壁数をもつものと同 じ く 成体であることが明らか

になった点である . その理由は，l.連続薄片で検討

した結果， 個体成長のかなり早い時期に隔壁数が一

定となる . 2 . 第 3 次隔壁は 2 個づっ対になって第 2

次隔壁の両側に挿入されるが， 第 3 次隔壁が欠けて

いる部分は爽の部分で， もはやそれが挿入されうる

空間をのこしていない. 3. 各個体において ， 第 3 次

隔壁を両側にともなう第 2 次隔壁の内側には必らず

パ リが発達してい るが， これを ともなわない第 2 次

隔壁の内側には例外なくパリを欠いている . 4. きわ

めて少数ではあるが， 第 3 次隔壁を全く欠いている

個体があり ， この場合も l と同じように第 3 次隔壁

挿入の空間をもたず，パリも全く欠如している . 5. 

各個体の高さの平均値は一般に隔壁数が婚すと高く

なる傾向があるが， その差はきわめて小さ く ，隔壁

数のより少ない個体がより多い個体より高いものも

観察される . 以上を要約すると， a 各個体の隔壁数

は基本的に迫伝的にコン ト ロールされており幼生期

にすでに決定されている . これは例として上にあげ

た 10 の倍数のものだけでな く 他の隔壁配列様式を

もつものにおいても同じである . b 隔壁のサイクル

数は一つの種において一定とは限らない c 第 3 次

隔壁の欠如はパ リ の欠如と密接に関連している . d 
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従来ノマ リの有無は種や属の区別によく用いられてい

るが，本個体群のようにパリをもつものともたない

ものが同一種内に存在する場合があるので， これを

分類、規準とするときは細心の注意が必要である . 巴

各個体のパ リの数は常に第 3 次隔壁数の半数である .

f 閉じ隔壁数をもっ個体のクeループにおいて ， それ

ぞれ第 3 次隔壁の発達する位置に大きな変異を示し，

こ の様式も遺伝的にコントロ ールされてい る と判断

される . g . 今迄六射サンゴ類は bila tera l symmeｭ

try をもつことが特徴であるとされているが， 本個

体群には隔壁の配列様式及び第 3 次隔壁の発達位置

によりこの symmetry を示さないものが多 く 含ま

れている . h 各個体の爽の最大径の平均値は隔壁数

に比例している .

以上のよ う に本種の骨格形質は個体ごとに大きな

変異を示し， これまで種や属の分類、規準とされてき

た形質の違いは ， 同一個体群の変異として も存在す

る こ と が明 ら かとなった. このことは今迄の分類規

準が誤りであったとは直接言えないが， 骨格形質の

十分な種内変異の検討なしには種の認定が困難な場

合のあることを示している . この結論が他の六射サ

ンゴ類にも適用され， 一般的規則性をも つものかど

う かは， 今後の研究，特に現生のサ ンゴ類の研究に

ま つ ところが大きい.

引用文献

AlIoitea u , J., 1952 Madr�poraires post.Pal駮 

zoiques. 11'1 J. Pi veteau, Traite de Pal駮ntologie. 

1, 539.689 

一一一一一， 1 957 Contribution � la syst�matique des 

madreporaires fossiles. Centre National de Re. 

cherche 5cientifique, 462p 

Mori , K. and Minoura , K. , 1983 : Genetic control of 

septal numbers and species problem in a fossil 

solitary scleractinian coral. Lethaia. 16. 1 85 ・ 1 9 1

Vaughan. T. W. and Wells, J. W., 1943 : Revision of 

the suborders, fami lies, and genera of the Scler 

actinia. Geol. 50c. Am. , 5�ec. Paþ. , 44. 1 ・ 363.

Wells. J. W., 1956 Scleractinia. 111. Moore, R. C. , 
Treatise on lnv巴rtebrate Paleontology. F. Coelenｭ

terata , F.328-F.444. Geol. 50c. A押2. and Un.iv 

Ka四sas Press. 
Yabe. H. and Eguchi , M.. 1932 : Deep.water corals 

from Riukiu Limestone of Kikai.jima. Riukiu 15 

lands. Proc. Im�. Acad., 8. 442-445 

一一一一一 and 一一一一一一， 1942 : Fossil and Recent simｭ

ple corals fl一om J apan. 5ci. Rψ Toh.olUl Im.� 

Urliv.. 2nd 5er. (Geol.) , 22, 105・ 1 78

9 

棚部一成 (愛媛大学) :機能力、らみた頭足類の進化

(Kazushige Tanabe: F:unctional evolution of 

the Cephalopoda) 

はじめに

進化は多くの自然科学者が興味を抱く魅力的テー

マの一つであろう . 2 1 世紀はライフ ・ サイエンスの

時代とも云われる中で， 生物進化を証明する具体的

証拠である化石を研究できる立場にある古生物学者

は， 進化の問題に積極的にとり組み， その要因や意

味づけに関する新しい考え方(進化古生物学)を模索

する時期に来ていると思われる .

私自身は古生物学の立場からの進化のアプローチ

は多様であって， 素材とする化石タクサの持つ利点

を生かして研究すればよいと考えている . ここでは ，

進化を古生物の形態や構造と生活様式や生理機能と

の関係から考えるという機能形態学(あるいは構成

形態学)の立場で， 有殻頭足類の気室一連室細管系に

関する諸研究(私自身のも含む)を総括して， 頭足類

の進化について考察を試みる .

本論に先立ち ， 日頃御指導 ・ 御討論を賜っている

九州大学松本達郎名誉教授とオウムガイ総合研究専

門協議会 (JECOLN) 会員諸氏， および現生オウムガ

イ 研究に御便宜を計って下さった鹿児島大学早坂祥

三教授に厚く 御礼申上げる .

頭足類の進化と気室一連室細管系

軟体動物門はカンプリア紀初めに多くのクゅループ

に放散したと考え られており ， それぞれの類で生活

様式と結びついて独得の体制を有するようになった

(Y ochelson, 1979) . その中で頭足綱は殻体を防禦

としてだけでな く ， 浮力器官として利用した一群で

ある . さ ら に外套膜の一部は遊泳のための器官 ( fun

n巴1) として発達した . 頭足類はその能動的生活を

維持するために生体の比重を海水の比重に近づける

必要があり ， そのためいくつかの戦略がとられてい

る ( Packa rd ， 1 972) . その中で低圧ガスの充填した

気室により浮力を得る戦略はすべての外殻性頭足類

(アンモナイト類， オウムガイ類， パクトリテス類)

に存在したと考え られる . 内穀性頭足類(コレオイド

亜綱)においても ， 中 ・古生代の多くの類がこの戦略

をと っ たと思われるが， 現生種ではわずかにトグロ

コウイカ (5pirula) およびコウイカ類 (Sepiidae) に

認められるにすぎない(図 2) . 現生コレオイド類

の多くは ， 殻を消失または退化させて体型を流線型

に近づけ， 発達した外套膜の運動や多量の油脂を肝

臓中に貯えて浮力を得るなどの戦略により活発な遊

泳生活を営んでいる (Denton and Gilpin-Brown , 

1973 ; Chamberl a in , 1976). 
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図 2 litiJ乙類の大進化とうi室ー』主主主111管系 ( ，flíit料に J，l;づく)

気室一連室細管系の構造と機能

すべての有殻頭足類は， 多数の|煽壁に支切られた

多室性の気房部と，それに続く軟体部を収容する体

房部からなる殺体を持つ. 気房部を貿く i車室制11管

(siphuncular tub巴) の内部を占める連室細管索

(siphuncular cord) は ， 後部外套)換端が動脈および

静脈を包み込んでー形成されたもので， 気室側とは連

室制管壁 (Seþia では欠く)および隔壁襟 (septal

neck ) を介して接する(図 3 ). 

lbcjfl:の羽生有殻頭足類の研究 (Denton and Gi lpirト

Brown , 1973; Ward et a l. , 1981) によって ， 隔壁形

成中， 新しい部屋は血液成分に似た液体 (camera l

liquid) により満されていることがわかった. オウム

ガイ類 (Naulilus ) では ， この液体は新隔壁がまわり

の静水圧に耐えられる程に石灰化した後， ゆっくり

と連室細管内の血管側へ排出される (Collins et a l. , 

1980). 

Cameral liquid の殺体形成にかかわる機能のほか ，

Denton and Gilpin-Brown (1973) はすべての有穀

頭足類が気室内の cameral liquid の量を浸透圧に

より増減させて水塊中を自 由に浮沈できると考えた .

しかし ， このモデルには矛盾点が多く ， 事実 Nauti

lus では cameral li q uid は新気室形成後排出される

一方で， この間生体の比重は常に一定(海水より少し

大)に保たれることがわかった (Collins et a l., 19 

80). 

ところで cameralliquid の移動は， 連室細管壁ま

たは隔壁襟を介して接する 2 rl針目 (血液と cameral

l iquid ) の塩イオン濃度差による圧力(浸透圧)が， 血

管側から気室側へ働く静水圧よりも大きくなった時

に自動的に起る (Denton and Gil pin-Brown, 1973) 

Greenwald et al. (1 980) は ， 50 気圧を越える深海に

住0' Nautilus が作り 出す高い浸透圧は， 連室細管索

上皮 (siphuncular epithelium) 内腔所での局部的な

イオン濃度勾配によってできると考え(局部浸透圧

モデル) ， 具体的証拠として腔所に開口する多数の微

細管のまわりに集中する糸粒体 (mitochond ri a) を

あげた . このことは私達の SEM 観察によ っ ても裏

付けられた(福田ほか， 1981). 

Cameral liquid の排出経路と速度

透*-居を介して境イオン濃度の異なる 2 液相が接

する時， 移動する液相の流出率(ωは ， 透水層の厚さ

m .表面積凶・ permeability (町 と圧力(ポ (=浸透圧一
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ta et a l. , 1980; Tanabe et a 1. , 1 982) . どの類で も多

孔質柱状層は似た微細構造を有するので， そ の per

meability coeffic i ent もほぼ同程度(之 10 ' X 10-15 

cm'; Cha mberl a in , 1 978 ) とみなしてよい. したがっ

て camera l li quid の流出率は ， siphuncular epitheｭ

lium に接する多孔質柱状層の分布に依存するはず

である .

実際に現生種でみる限り ， 気室内での多孔質柱状

層の発達程度(図 3 )と cam巴ra l liquid の排出速度，

ひいては殻体の成長速度との問には， 密接な対応関

係が認められる . すなわち多孔質層の未発達な

Nautilus の成体は 0 . 4 ml/日 の割合で，約 2 ヶ月か

かつて新気室内の liquid を排出する (Ward et a l. , 

198 1) しかもこの排出速度は， Cochran et a1. (1981) 

により 2IOPO/ 2IOPb 比か ら推定 さ れた l 隔壁当りの

成長速度 60~90 日とほぼ一致する . 一方， 連室細管

壁を欠き多孔質柱状層の発達した Seþia officinalis 

静水圧) ， および液相の 粘性(刈 によって決まる

(Cha mberl a in , 1978) 

Diamond and Bossert (1967) の計算によ hii ，

π は他のノ ぞラメータを変えてもはほ ー 定 (0 . 3~1. 1

osmolar) である . 普通の温度条件では μ は一定 ( :::!::
10 x 1O -3po i se) とみてよいので， Q は残りの P と A/

T によ り 左右される .

有殻頭足類の cameral li quid の排出の際の透水

層と して は，長 らく連室細管壁が考えられてきた

(Denton and Gilpin- Brown , 1973; Ward et a 1. , 

198 1 など) - しかし ， Nautilus やアンモナイト類のコ

ンキオ リ ン質連室細管壁は微細構造上明 らかに不透

性であることか ら ， cameral liquid の排出径路とし

ては隔壁襟周辺の多孔質柱状層が考えられる (Oba

Q二 PA 7r-
μT 
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Growth rate and habitat of Nautilus ρomρiliu五 111 -
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向leobio logy 6, 168-,172. 
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effect of light on the buoyancy of the cuttlefish. 1 
rnar. biol. Assoc. U. K. , 41, 343-350 

一一一一- and 一一一一一 1973 : Floatation mechanisms 

in modern and fossil cephalopods. Adu. Mar. Biol 

11 , 1 97 ・ 268 . Academic Press, Lond 

Diamond , ]. M. and ßossert, W. H., 1967 : Standing 

gradient osmotic flow. A mechanism for coupling 

of water and solute transport in epithelia. f. 
Phisiol., 50 , 2061-2083 

福田芳生，棚部一成， 小畠郁生， 1981 オウムガイ の連

室細管索上皮の組織学的検討とその機能的意義.化石

研誌， 14, 29-40 

Greenwald , L. , Ward , P. D. and Greenwald , O. E. , 
1980 : Cameral liquid transport and buoyancy conｭ

trol in chambered nautilus (Nautilus rnacrorn�haｭ

Jω) . Nature, 286 , 55-56 
Obata , 1. , T anabe, 1<. and Fuk uda , Y. , 1 980 ・ The

ammonite siphuncular wall : its microstructure and 

functional significance. Bull. Natπ. Sci. Mus., 
Tokyo , [C], 6, 59-72 

浮力調節と の関係でみた頭足類のう\EE -j虫2皇制11管系の迎応進化モ デル

は ， 1 隔壁/ 2 日 と い う早い速度で成長する (Bo l e

tzky & W iedma nn , 1978 ) が， こ の割合は 1 日 周期

での生体重量のわずかな変化( 3 ~ 4 g ; Denton & 

Gilpin-Brown , 1961 ; 1 部屋の容積は平均 3~4

ml) と 対応する . したがって ， 5ψω では早い周期で

の camera l liquid の排出 (=隔壁成長)が軟部の成

長周期と少しずれるため， 結果的に 日周期での浮力

変化をもたら してい る可能性がある .

以上の事実を化石種に外帰すると ， 多孔質柱状層

の未発達な多 くの外殻型の類(アン モ ナ イト 類、や

化石オウムガイ 類 :図 3 )では， cameral liquidの

排出は現生 Nautilus 同様遅しために生体の浮沈に

は関与 しなかった可能性が高い . それらの生活様式

は一時遊泳性ない し底生が考えられ， この類推 は

Chamberlain ( 1 976 ) の殻の streamlining の研究結

果や化石群集の解析からのモ テdルと も 矛盾 し ない.

一方， コレオ イ ド類においては， 殻体の退化または

特殊化によっ て， 底生から浮遊性にわた る多様な生

活に適応して い っ たと 考えられ る (図 4) • 

図 4
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19, 539-563. 
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岩崎泰頴(熊本大学) :古生態学的アプローチでわ力、

ること (Yasuhide Iwasaki What can be 

known through paleoecological approaches?) 

はじめに

日本地質学会が主催したシンポジウム「環境と生

物」が聞かれたのは 1 968 年であ った(金谷， 1968). 

このシンポジウムは， 日本における古生態学の当時

の状況を理解する上で大変参考になる . 古生態学研

究に |刻する実績は未だ少なかった頃であるが， 多く

の参加者の意図に明生態系の進化H といったような

ものが指向されているように見受けられる . つま り

日本の古生態学研究は， 頭初から現生生物の生態学

では取り扱えない領域である時間(時代)的変化を追

及する傾向があったようである . 日本では， これ以

前から貝化石に基づいた「掛川動物群」とか植物化

石に基づいた「台島植物群」とい った概念があっ た .

これらは元来， 生層位学的な意味あいに生物地理的

なものが含められて定義されていた. 貝化石動物群

についてみるならば， 生態学的吟l味が加えられるよ

うになったのは ， 1960 年頃か らであると思われる .

ところで， 古生態学とは「過去に動物や植物が何

処で， どのようにして生活していたかを研究する学

問J (Ager, 1963) であるが， 化石記録を取り扱う限

り現生生物と同じ質と撃の情報を得ることは不可能

である . したがって群集古生態学では， 現生生物に

おける「貝類相」とか「昆虫相」といった内容に近

い，ある限られた範囲の分類群を対象としている .

とくに我国のそれは，はじめから生物地理学的な意

味あいが加味された独特なものとみることができる .

以下は，この「貝類相」の古生態学について話を進

める .

いつ ， どのような場所に

今までの実績からみると ， 我国では新第三系以降

の化石を取り扱った例が圧倒的に多い. 地層の変形

13 

の程度や化石の保存状態が成果に大きく影響するの

で，必然的にこのようになったと思われる . 地層の

保存の良い諸外国の例では中生代の化石を扱った研

究に優れた成果がみられるし， 条件さえ整えば古生

代のもの(ここでは主体は腕足類)を扱った例

(Bretsky , 1969 など)もある . 我国では白亜紀前期
よりも古い地層では，著しい地層の変形のために堆

積盆を復元する作業が極めてむずかしい.

群集古生態学にアプロ ーチする場合， まず土佐積盆

を復元する作業が試みられる . つまり「どのような

場所に」を明らかにする作業から始める . 基盤と不

整合に接する内湾 ・ 浅海域に堆積した地層が選ばれ

る例が多いが， 産出した化石を使つての環境の復元，

すなわち示相化石としての取扱いはこの際避けねば

ならない. 最近の堆積学研究では，それぞれの場所

における堆積物相や堆積構造が， かなりよくわかっ

ているので，これがおおいに役立つ(例えば Rein-

eck & Singh , 1973). 

何と何が一緒に居たか

化石の産状から認識できる群集とはどんなものな

のだろうか. 露頭で観察される化石が自生であるか

否かを， どうやって見分けるかについては古くから

論議されているので， あえて繰返さない r何と何

が， どんな場所に」ということ を明らかにするため

には，化石床のような産状は遜さない. 一方， たと

え自生群集と認められるものであっても(カキ礁の

化石など好例である) ， 同時に棲んでいた個体を識別

するのは困難である . 化石でいう「一緒に」とは，

数年あるいは数百年隔たって棲んでいた個体同士で

も同じに定義されている場合があり得る . 実際に現

在の海で採集してきた単位体積当りで観察した場合，

一般に生体の数よりも遺骸の数の方が多い. 種数に

ついても同様のことがいえる .

有明海に面した熊本県塩谷の海岸における観察結

果を図 5 に示す. この断面にはAnadara granosa を

多産する巨際まじりの泥底と，そのやや沖合いにあ

る Taþes の多い砂泥底とに見られる潮間帯の群集

が示されている . 岸寄りの場所では， 磯の際に関係

している Ostrea， Barbatia, Ba門1ea などと ， 泥底に

棲息する A nadam, A rCOþagia, Cyclina, N，ωsa1'lUS 

などとは， 至近距離にありながら楼み分けている

別々の群集として観察される.しかし， 際に付着す

る種の迫骸が泥中に多数あって ， そのまま化石化し

た場合には識別は難しい. 泥中の群集についても ，

二つの異質な要素が加わっている . 一つは Paþhia

undulata, A nadara u符usコで，これらは 1 976 年およ

び 1977 年の観察時にだけ記録された種で，その前後

には生体は観察されていない. 二つ目は Clementia，
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左 11別枠内は，それぞれの場所における約 2 m 凶方内でrðLf，~された生体数

て ， A ndara gmnosa を含む群集とは， 生体でも造骸

でも主要な構成種が混り合うことが少なしかっ底

質の違いや位置的な違いから容易に区別できる . こ

の二つの群集に関しては，化石群集同士でも識別が

可能であろう .

化石群集との対応

上の例でみられたこつの貝類群集とそれぞれ共通

した性質をもっ化石群集が認められるケースがしば

しばある . 松島 ・ 大嶋 ( 1974 ) は縄文海進期の地層中

に 8 種類の異なる化石群集を識別したが， その中で

A 群集は上記 Anad，αmgmnosa を含む群集と ， B 群

集は Taρes を含む群集と対応するであろう .

Taþes を含む群集は， いわゆる潮下帯砂底の群集

とみなすことができる(観察した場所は潮間帯だが，

低瀬線下まで続いているにこのような目でみれば，

新第三紀居中の Dosinia-Anadara 群集，九州、|の古第

三系などにみられる CmssateLLa， Veneη・cardia，

Pitar を含む群集，中生代の Trなonza 類で特徴づけ

られる群集 (Scott ， 1974 ; Fürsich , 1977; 岩崎 ・ 坂
本， 198 1 などによる)と対応する . ア17gonia 類の群

集から Taþes， Dosinia の群集への変化は， まさに

、生態系の進化かの過程をかい間見たことにほかな

Aηodontia で， 遺骸でしかみつからないものである

(Anodoηtia は深く潜入する貝なのでかなり堀った

がみつからなかった) _ 恐らく現時点ではこの場所に

棲息していない種であるらしい. かりに ， これ ら が

化石になったとすると，化石群集として認識される

種構成のなかには， 近い距離ではあるが別々の群集

に属していたものや， 同じような底質を好みながら，

何か他の条件の違し、から棲み分けていたような種ま

でーー括 されている可能性は極めて高い . 内生二枚貝

である Aηadam， A rcoþagia, Cyclina は， 図で示し

たように，多産するとはいえ棲息密度はそれほど大

きくはない. 統計量として処理するためには， 相当

に大きな単位面積を必要とすることがわかる .

我々が化石群集として取り扱っているものは， た

とえそれらがすべてその場所で化石になったもので

あっても ， 生体群集とはかなり違ったものであるの

は致し方ない. 保存の良い群集であっても解像力は
著しく悪いとみなければなるまい.

一方， やや沖合いにある砂泥底の群集は， それの

綾息する底質が前者とは肉眼的にもはっきりと区別

できる . ここには Taþes ja�onica (熊本県下の有明

海沿岸では， 人工的に稚貝が供給されていて ， この

地域に限らず異常に多い)を主体とする群集があっ
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らない .

汀線付近から潮下帯下部にかけて， 底質および堆

積盆中の位置 (多くの場合， 深さ)に対応して ， 一般
に 5 種類前後の化石群集が識別される . このような

傾向は， 少なくとも底質中に内生する二枚貝が増加

するジュラ紀中頃以降にはっきりと認められること

は興味深い.

数量的取扱いと各個古生態について

古生態学の研究では， これまで述べたような定性

的な取り扱いと平行して，構成種別の個体数を求め

たり ， 食性分布を量的に求めたりする試みなどがし

ばしば行われる . しかしなが ら ， これら分析のもと

になる母集団としての化石群集が， 生体群集を必ず

しも反映していないことは前に述ペた. したがって

算出された数値は過去に実在した貝類のそれとは異

なったものである場合が充分あり得る . つまり古生

態学では，数量的取り扱いが常に定性的結果をうわ

まわる精度を持っているとは言えない. 条件の備

わった楠標本。に対して吟味した取り扱いが必要な

のである . 群集を構成する個体を biomass といった

量的観点でとらえることは， 今後の群集古生態学に

とって重要である と筆者は考えている.

今まで各個古生態については触れなかった . 化石

では一部の分類群について機能形態の研究が行われ

ている(例えば Stan ley ， 1 977 ) . 群集古生態学におけ

る或る属 ・ 種の生態的地位は， 機能形態と密接に結

びついている . 系統進化の解明は， ただ単に産出す

る古いものから新しいものへ線で結ぶだけでは不充

分で， 生態的地位についても明らかにされてはじめ

て成し得ると思っている .
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指名討論1.小泉格 (大阪大学)微化石による

進化古生物学に向けて

微化石の研究は，その歴史的発達を背景に， これ

まで層序学， 古海洋環境学， 古気候学など地質学上

の問題に主として取り組んできた . この成果の l 例

は， 地球物理学が主体であった海洋地質学の分野に，

1970 年代に微化石による古海洋学を確立できたこ

とにみ られる .

この努力を生物学の分野において繰り返せれば，

微化石による進化古生物学を再び確立できることは

確実である . それは微化石がほかの化石にない幾つ

かの特徴一例えば， ( 1 )時空的に広く分布し ， 精確で

詳細な化石記録を保持している ， (2)(国体数が非常に

多い， (3)同一試料中にほかの微化石ク・ループを同時

に有する ， (4 )非常に範囲の広い環境条件のなかに産

出する ， (5)環境から形態上の影響を受け易いなどー

を持っているか らである . このような特徴を有機的

に活用できれば， 一般的な妥当性を持つ新 しい進化

古生物学上のモデルを編み出 したり ， 既存のモデル

を検証できる可能性がある . そのためには， 生物学

の概念と統計学上の手法を修得する必要があるが，

最近すでに微化石の進化古生物学に関連した成果が

あがり始めている .

微化石の種は，穀構造の性質や形態上の特徴を(主

観的に)まとめて同定される . 実質的には， 個々の種

は殻に全ての特徴を幅広い変化として現わしている .

この現象は無性生殖によって繁殖する原生動物や植

物において ， とくに顕著であるので， ホロタイプや

パラタイプも個体群のなかの各個の種にみられる幅

広い表現型の形態変化のある部分のみを代表するこ

とになる . したがって ， 個体群のなかでの形態変化

の性質や範囲を理解したり表現するために ， あるい

は古生態上の関係を評価するために， 形態上の特徴

を測定すること(生物測定学)が非常に大事になる .

微化石の種は， 環境変化の影響を受け易いので，

形態変化種形成に環境と遺伝の両方が関与するこ

とになる . 分類の主眼が種間の系統進化上の関係を

決定することにあれば， 環境変化からもたらされる

種群の形態変化を進化による形態変化から区別する

必要がある . しかしながら ， 環境と形態変化の関係

はほとんどわかっていない. そのために水温，塩分

濃度， 水深， 密度などの環境要因がよくわかってい
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る現在の海洋に生息している，あるいは表層堆積物

中の穫や種群の形態が地理的一緯度的にどう変化し

ていくのか調べる必要がある .

深海掘削計画による掘削コアと蓄積されたピスト

ン ・ コ アに近年整備された分解能の高い時間商をい

くつか設定することによって，異なった海域や水塊

をおおう種や種群， およびそれらにみられる形態変

化の正確で詳細な地理的時間的分布ノfタ ー ンの差違

を知ることができる . この古生物地理学のなかに，

環境一生態，移住，進化などの諸問題を時空的に総

合化し， 解決してゆく鍵があると考えている .

指名討論 2. 山口寿之 (千葉大学)フジツボ類に

みられる種分化

新生代，特に中新世以降の地層に含まれるフジツ

ポ類(節足動物甲穀類)の研究を進めてきた . 鑑定や

化石のより良い理解のために近縁な現生種の形態，

生息域， 生態，地理的分布を調べた. それは現在と

いう時間面で， 近縁種間の分類学的関係を正確に決

めることにつなカt る .

現生種では形態 ・ 地理的分布 ・ 生殖的隔離の三要

素 と種以下の分類学的範ちゅうとの関係が Mayr

( 1 969) に示された (Discrimina ti on Grid と呼ばれ

る) . ここで言う形態には行動学的， 生理学的， 生化

学的特徴も含めて解釈される . 地理的分布は同所性

(sympatri c) か異所性 (all opatri c) かが重要視され

る . それらの詳細は紙面の都合で表わせないが， 同

所性を示す形態群は同種か別種かで，決して別亜種

とはならない. それは生殖的隔離の有無で決まる .

フジツポ類は固着生活をするので同所性 ・ 異所性

の判定が厳密にできる . 生殖法は隣接個体問の交尾

(体内受精)で，受精卵は幼生のある発育段階まで親

の体内で保育される . 親から出た幼生は一定期間海

中での浮遊期を経て ， 成体の生息、場所付近に着生す

る . 受精卵や新規着生個体の存在は生殖時期を決め

る重要な資料となる . 以上の特徴を利用した研究例

を以下に示す.

中新世後期以降の地層に赤 く美しいフジツボがよ

くみつかる . その化石は現生の Megabalanus tinlin. 

ηabulum rosa に相当し，現生には他に近縁な M. t. 

vo lcan.o も知られ， 亜種で区分されていた . 個体変異

や地理的変異の検討から両者はよく似るが，殻表面

の特徴，楯板の成長線の突出の度合， 背板の距の位

置や太さ，軟体部では蔓脚の節数，大顎の歯の特徴

などが明らかに異なる . 遺伝的な違いをイソ酵素を

分離し比較した.共通するものもあるが，両者間で

違いが認められ， それらの酵素に関して遺伝的に異

なる事が判った . 地理的分布は rosa がより北方にも
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生息するが，本州中音1)以南で両者は同所性を示す.

詳細な分布を紀伊半島田辺湾で調べた . volcano は

強い波を受ける外洋側の潮間帯下部に ， rosa は波の

影響の少ないプイ等の浮遊物に主に付着し， 一見し

て楼み分けているようにも見えるが， 境界部では両

者は隣合って生息し， 同所性を示す. 以上のような

形態的差異と同所性は， 両者が別亜種ではな く ， 別

種か同種かを示す. 生殖時期が異なり ， 両者は別種

と断定できた.

最古の化石記録は l'osa が中新世後期で(この種の

生存期間に形態の変化は認められな~，) ， volca no が

更新世初期である . 特に後者の化石には前者の付着

した標本があり ， 化石で同所性を認定し ， 別種と判

定できた . つまりこの時期には両者の種分化は完了

していた事を意味する .

最近はクロフジツボ類 Telmclita squarno五0 の 3

、亜種H に関して同様な研究を進めている . それら

は形態的に区分され， 地理的には伊豆以南で同所性

を示し，主たる生息域が外洋域， 湾口域および湾内

域と異なるが，しばしば 3 者は隣接する . 3 者の生

殖的隔離機構の解明は未だ十分でないが， 3 者は

ecophenotype 等ではなしそれぞれ独立した種と

考えられる . その層位学的研究も進めている .

現生生物の分類は形態， 同所性 ・ 異所性，生殖的

関係にもとづかれる . 以上のように，古生物では前
2 者しかその様子が判らないが，同所性 ・ 異所性と

いうことが形態と同様に分類や系統を理解する上で

重要である .

指名討論 3. 下山正一 (九州大学) :巻貝の殻サイ

ズ頻度分布形における古生物学的初期情報の保

存

殻サイズ頻度分布形は生貝 ・ 死殻 ・ 化石の各個体
集団相互の比較を行なえる共通表現要素として重要

である . 生貝個体群において，自然死により形成さ

れた死殻個体集団の殻サイズ頻度分布形(これを初

期の殻サイ ズ分布形と呼ぶ)は，成長途上の貝の初期

死亡の山と，成長停滞期の貝の死亡の山の 2 つの

ピー クで構成される 2 山型を基本型としている . し

かし ， その変異の幅は大きく ， 穀サイズの小さい側

へ著しく傾いたタイプから成貝殻サイズのみの、正

規分布H 的なタイプまで実在する . 前者の例は

<hnboniurn (Suchium) monil件rum や Semisul

coゅira liberlina 等で， 後者の例は Macom.a (Macoｭ

?叩 ) inco n.grua 等で見い出されている . この変異は
生態的な諸特徴を反映しており，殻サイズ分布形の

再構成の検討では， 同一種もしくは極近縁種の初期

の殻サイズ分布形を基準にする必要がある .
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殻サイズ分布形の再構成程度の比較検討では， サ

イズ頻度分布形だけでなく ， 殻サイズ別のみかけの

「生存曲線」を復元し，初期の殻サイズ分布形やそ

れか ら作成される「生存曲線」か らのずれをもって，

再構成程度とみなすことが可能である . Umbon.ium 

(5.) mon.iLiferum の場合， この方法によ って再構成

様式や程度を検討すると ， 生貝個体群分布地内の同

死殻個体集団はもちろんのこと ， 7.k流がかなり強い

感潮クリーク部分や外海側波打際の貝殻帯における

死殻個体集団においても初期の殻サイズ分布形が基

本的には保存されている.こ れに対し， 内湾性ヤド

カリの分布中心地では ， 同死殻個体集団の穀サイズ

頻度分布形は大きく変更され， その形は成貝中心の

llLJ型を呈している . このヤドカリによ る殺の集中

とその際の殻サイズ選択性は水流によるそれよりも

きわめて大き い.

ヤドカリの空殻利用行動に伴う殺の選択性にはい

く つかの特徴が認められる . ヤドカリ個体群の大き
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さはその行動範囲内に存在する利用可能な空殻数に

より支配されている . このため ， 利用度の高い種類

の殻ではそのサイズがぎりぎり最大限のものに片

寄って利用がなされている . また死殺を運び込むこ
とにより ， その場で元来生産された死殻にそれらを

付加した形の死殻集団が形成される . これらの結果，
死殻個体集団の殻サイズ頻度分布形と ， 本来の種 ・

個体数組成に重大な変更が生じる . 逆に言えば，こ

のような特徴を手がかりとして， 巻貝化石集団にお

いて ， その形成当時のヤ ドカリ の関与の程度を推定
することができる .

今回は巻貝に例をしぼって穀サイズ分布形の検討

を行なったが， 二枚貝ではこれとは別の古生態学的

問題が存在している . これについてはまた別の機会

に紹介したい.

おわりに ， この討論の機会を与えて頂いた関係者

の皆様に深く謝意を表す.
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主主A‘

子 ム
一A

。 1983年 6 月 18 日に日光市，日光金谷ホテルで行な

われた定例評議員会において，次の諸君の入退会

が承認された (敬称略 ) .

〔入会者〕渡辺品保，大山直見 ， 野田芳和，チ|二百包~}t

文，鄭 圭横 ， 布地圭介， ð~J 野彰宏，郡司幸夫 ，

児子{I基司 ， 矢萩j台幸，服部郁子，高木 j享， 7](!I!} 

吉昭 ， iZJ水克巳，佐藤|場一，瓢百 I(島，植田 均，

田中宏一 (以上18名 ) .

〔退会者〕坂口重雄(特別会員 ) ， 戸塚洋子，高紙型

佳子 ， 三菱石油開 ~iぷ附 (賛助会員 ) ，塚野普蔵 (以

上 5 名 )

(逝去者〕半沢正四自/)( 名誉会員 )，西滋勇(以上

2 名 ) .

コ
し

=
=
ロ 事

。同上評議員会において，以下の審議があった.

1) 昭和59 ・ 60年度科研費配分委員の候1m者に学

会として，地質学一般 l 段委員 :斎藤靖二 ・ 水

谷{I11 i台自/1 ，層位古生物 1 段委員 : 依田公好 ・ 田

代正之の諸君を推薦することにした.

2) 1 984年度から，例会の開催回数を減らし，ij?

1 回 6 月に行なうこととした .

3) 創立50周年 (1985if:. ) の記念卒業委員会が発足

し，具体的企画を立て実行を進めることとな っ

た.委員は当面，花井哲郎，木村達 l明，小島 lîlí

生， 長 谷川 手右手口の 4 君とする.
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本邦白亜紀三角貝の生息環境と層序

田代正之本1).松田智子叫)

Stratigraphy and inhabited environmerits of the 

Cretaceous trigonians in ]apan 

Masayuki Tashir♂ I l and Tomoko Matsuda*2l 

Abstract In the various localities of the Cretaceous System in Japan , many trigonian species, about 

50 or more , have been described by many authors , from a variety of conditions of environments such 

as brackish (?), subtidal , littoral and neritic. This paper deals with the stratigraphical occurr巴nces

and presumabl巴 inhabited environments of the trigonians. On巴 of th巴 conclusions of this study, the 

stratigraphy of each trigonian , is shown in Text-fig. 1. This is very useful for the stratigraphy of the 

Cretaceous System in Japan especially in the faunas which are very poor in the occurrence of ammonite 

and inocerallli. Another one, the inhabited environlllent of each trigonian , is shown in Text-figs. 4 

and 6. It seelllS that the nUlllber and feature of the costae on th巴 disk ， outline of the valve and feature 

of the area in the trigonians, are very closely r巴 l ated to the conditions of inhabited environments of the 

trigonians 

L はじめに

日本の白亜紀三角貝は， 横山又次郎博士の アァi

goη ia /Jocilliforrnis Yokoyama (1 89 1)ーの記載を始め

として ， 多くの著名な研究者によって記載され， 現

在までに ， その数 50 余穏に及んでいる . また近年，

本邦の白亜系の生層位学は急速な進展をみせている

ので， 従来層位的位置関係が互いにはっきりしてい

なかっ た各地方 ・ 地域の三角貝産地が， かなりの精

度で対比できるようになり ， 三角貝個々 の種の生存

期間や産出層準が正確につかめるようになってきた .

たとえば， 筆者の l 人田代が， 1 979 年に報告した本

邦産のぺンネー 卜 (pennate) 類についても ， 以来 5

年を経過した今， その個々の穫の層f立学的産出層準

は， 更に詳細に言及できるようになって いる .

筆者らは ， 最近(田代 ・ 松田， 1983: Tashiro and 

Matsuda , 1983) ， 主に中期白亜紀のいわゆるプテロ
ト リゴニア類について ， その層序と生息環境につい

て報告したが， 今回は ， それらを基に ， ニッポニト

リゴニアや クノビ イ (knobby) 卜リコニ ア!f:!'ï などを

加え， ペンネ ー 卜類や前期白亜紀のプテロト 1) コニ

ア類に関す る追加部分を含めて ， これら白亜紀三角

貝の層序とその生息環境について整理したので，報

告する .

判} 高知大学浬学部地学教室
率 21 福岡市東区香椎

2_ 本邦白亜紀三角貝とその層序

本邦白亜紀三角貝の 8 属 58 種の産出層序と ， 個々

の種の推定される生存期間についてま とめたものが

図 l である . これらの大半をしめるものは，前期白

亜紀か ら 中期白亜紀に繁栄したプテロトリゴニア類

と ， 後期白亜紀のアピオトリゴニア(ぺンネー ト)類

であることが判る .

本邦のアピオトリゴニア類は， 三笠市幾春別(北海

道)の桂沢ダムサイトの Inoceramus yabei 帯(セノ

マニアン中期)よりも約 20 m 下位のシル卜岩に産

した Heterotrigonia (5. 5.) subova�s saωalm・ が最も

古いと思、われる . また Hetero trigonia 5. 5. は北海道

以外では未だ報告がない. 一方 ， AρIOtngonza s. 5. 

は ， Heterotrigonia 5. 5 よりもやや遅れて，北海道

では Aþiotrigonia (5. 5.) 1冗ikasae附lS西南日本では

A�iotrigonia (5. 5.) undulosa ( 高知県物部地域) が，

それぞれチュ ロニアン中期に出現している . コニア

シアンには ， A. (5. 5.) Uηdulosa は双葉(福島)， 宇

和島 (四国) ， 椿佐古(四国) ， 大野JII(大分)と広がっ

ている . サントニアンには， 西南日本から北海道ま

で全国的に Aþiotrigonia (5. 5.) min01' が広 く分布 し，

サン卜ニアン後半には Aþiotrigonia (5. 5.) obsoleta 

が西南日本でみられる . Aρiotrigonia S. 5. の最後

の種は ， Aρiotrigonia (5. 5.) hetonaia仰が北海道

の函測砂岩層(マ ス トリヒシアン後期)や浦河地方の

乳香川層(カンパニアン後期)に認められるが， 西南
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日本では Apiolrigonia (s. s.) cra当初yadiat，α が， カン

パニアン中期 (lnocemmus schmidti 帯か lnocera

mus sachalinensis 帯) を最後にとだえている .

Nakanotrigonia と Microtri.gonia は殻表 の装 飾

や外形などよく似た小型の三角貝であるが， 前者は

Helero/rigonia s. s . ， 後者は Aρio/rigonia s. s から ，

それぞれ平行的に分校したと思われる (Tashiro ，

1979). その消長も Heterotrigonia s. s と Apiotri

gonia s. s. の関係に似て Na!~(L11OIrigoη la の出現が

やや速しサン 卜ニ アン後半であ り， またカンパニ

アン前期以降には知られず， 記 fl夜種は Helerolri

gυ I/ ia (Na!ul17olriglmia) granoぽ . Helerolrigonia 

(Na!wnolrigonia) himenollrensis の 2 種で， その産

出 i間体数 む極めて少なし産地は九十|、|の姫浦層群下

部!lli l~1ヰにかぎられている . 一方 ， Microll包01'/l{/

は ， Na!wl/ollなO l1 la よりむやや遅れて出現 し ， 本邦

のカンパニアンヰ1 19'1 か らマス トリヒ シアンを特徴づ

ける代表的な二枚貝化石の l つとなっている . 特に

西南日本(姫治i層群上部亜層群 ・ 和泉層群)で良 く

発達して い る . 本ITE/話での出現は lnoceramus orien. 

1111 iお o rie l/ lalis 帯(天草下鳥 ・ 大鳥)の Apio ll忽on/{/

(Micmlrigmliα ) i1Yl lllensis が最も古く(カンパニア

ン前WJの後半) ， 最も遅い種は， マス トリヒ シ アン後

W)U) AjJiolrigoNia (Microlrigonia) amanoi と Apio・

Ir~lfo l/ ia (Microlrigol1ia) II'lIlWna がある . 天草の姫

浦l同鮮や，大阪の和泉層群のマス トリヒ シアン後期

にみられる小型の種， Apiolη'gonlα(? Apiol rigrJrl ia) 

dllbia は， その ilfi属の所属がよく 判 らないが，多分

A. (s. s.) obsolelα と 関連のある綴であろう .

クノ ビートリ ゴニア類は，本邦では上音1I 自主li系に

産する "SleiN lYlanella (Yeharella) jimboi" を除 く

本三角貝類は，お そらく Yaadia に!寓すると考えら

れる (Tashiro and Morozumi , 1982). Yaadia の中

では Yaadia rúnua1'la の出現が最も速く ， 三笠砂岩

J必中のチュロニアン後期に密集して産する . チュロ

ニアン中期にも認められる Yaadia lúmllrai は模

式地の双葉層群 (Kobayashi and Amano , 1955 ) や ，

宇和島!副洋(四国)のコニアシアンに認められる . 天

草下島や?氷山のカン パニ アン中期(姫浦層群上部亜

l副作)や同じ くカンパニ アン中期の四国の松山や重

信付近の和泉層群の基底部に出 るの は Yaadia jaｭ

Pω叫α であるが， 郊!滑}層静や和泉層若手のカ ンパニ ア

ン後期か らマス トリヒ シアンに広く 知られる標本は

殆ん と Yaadia obso leta である "Steimnane lla 

(Yeharella) l伹urai sanukieηsis" と "Steimnanella 

(Setotrigonia) shinoharai" は Yaadia obsolela と同

種かまたは近縁な種であると恩わ れ る (Tashiro

and Morozumi , 1982). y;仰のα の最後の穫は， マス

トリ ヒ シアン後期に西南日本では和泉佐野市ソプラ
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に産する Yaadia lanii (和泉層群)と，北海道穂別町

から報告のある " Tl'igonia ded~eina" (函淵層群)

(Trigonia decllei1'la はお そらく Yaadia に属するも

のと思われるが， 模式標本が不完全で， その正確な

所属はよく判らなし>)がある(久保田 1952) . 

セノマニアン中期に知られる Tligoη ia jimboi は

Saul (1 978) に よれ (;f Litschlwritγぽoη l{l に力日 えら;/L

ると述べている . これ らの 他に“Steinmanella

(Yeharella) lymanii が，サハ リ ンの上部白亜系か ら

記;1点さ;jtて い る (Kobayashi and Amano , 1955) が，

こ こでは省略した .

ニッポニ 卜リゴニア類は ， 官古層群を i徐けば， 一

般に保存が悪く ，際岩や粗粒砂岩から出る場合が多

いため ， 2 次的な変形が著るしい上に ， {固体変異も

大きいと思われるので種の同定が大変困難な場合が

多い . そのため多分同種と思われるものに複数の種

名があっ たり ， 異種と考えられるものを同種として

取扱ってしまうおそれがある . また，こ れらを全て

"N，砂'ponilrigonia kifmchiana" と して区別なしでリ

ス ト さ üたと思われる報告もある . ここでは，予察

的な筆者らの意見を加えて，ニ ッポニトリゴニア類

について記述する .

ニ y ポニトリゴニア類はジュラ紀後期からすでに

報告 ・ 記載されているが， 白亜紀の初期に出現する

種に Nipponitrigonia sakamotoensis がある . 本種

は，物部層(オ ーテ リビア ン後期~パレミアン前期)

から 日比原層下部層下部(アプチアン前期)に知られ

る . 立川地域(徳島)の羽浦層に も確認できるが， 模

式種は羽j南地域(徳島)の羽浦層(ノ f レミアン)に産し

て いる (Yehara ， 1921) 紀州、|の有困層の標本は， 殻

表の前半部の同心円助 (N. sakam% ensis (こ特有な

もの) が弱く不明|僚なものが多いが，同様な標本は

物部層にも多産しているので， おそらく N. sa加

motoe川15 とみることができる . 有困層から報告の

ある Nipponi/rigonia pliωla は上記の形態の N

sakamoloensis を指してい る 可能性は ないであろう

か. また本種 (N. sa加m%ensお)は戸台層(赤石山

地) (林 ・ 他， 198 1 ) や山中の石堂層 (Maeda et a l. , 

1964 ;松川， 1976)に知 ら れる . また石堂層から記載

されたN砂，ponilrigonia sanchuensis (Maeda , 1962) 

について Hayami (1 975) は N . plicata との関連を

示唆している事を含めて ， N. saηchuensis は N

sa.仰moloensis との関連が予想される . また佐/il(四

国)か ら 記載された Ni仲間itrigonia 加umannz

(Yehara , 1923) は Hayami (1975) が指摘した様 に

本穫の synonym とする事に異論はない NiPponi

l1なonia convexa は，佐川の黒原層から記載されて

いる (Kobayashi ， 1957). また物部地域では日比原

層下部居， 篠原地域の日比原層相当層下部層，徳島
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図 2 Pterolrigonia (s. s.) þocillifo l明 IS の 2 1，1'1 (:1..: 11川 A タイプ， 布 II!1JB タイ プ)

では傍示地域の傍示層基底部*刊当 ら本種の産出を確

認している . いずれもアプチアン前期と考えられる

地層である . 本穫は九州、|の御所浦層群からの報告ち

あるが， 筆者らの観察では， 御所浦層群のニッポニ

トリゴニア類は N伊þonitl îgonia llilwchiana と

N砂'þonitrigonia quadrala の 2 種であると考えてし、

る . 最近大分県の溜水地減の下部白亜系からも本種

(N. conuexa) と思われる標本を得ている . アプチア

ン後期~アルビアンには Niþþonitrigonia �licata. 

N. quadra!a , N. lúkuchiana が出現す る N . �liｭ

ca!a と N . quadrata (j: f!~本の八代層(アルビアン前

期の後期)から記載されている ( Iくobaya5hi and Na 

kano. 1958). N. kikuclúana は ， 宮古(岩手)のアプ

チ アン上部からアル ビア ン に、知られ ( Yehara ， 1923; 

花井 ・ 速水 ・ 小畠 ， 1968) ， 八代層の上位に重なる宮

地層(アルビアン中期? )には N. þlicata があり ， ま

た上回 ・ 他， (1976) は N. lúllllchiana も報じている .

御所浦層群中部層下部 ( II b : 松本， 1938 に よる )に

は N. quadrata と 思われる標本と N. killUchial1a 

が得られる . また御所浦層群の上部層の下部 ( 111 a 

Tamura , Ta5hiro and Motojima , 1968 に よる ) や

獅子島の御所浦層群の S- lII~S- IVJ習(田代 ・ 松田，

1983 による)にはかなり大型の N. kikuchiana の密

集層が数回準にわたり認められる . これらの時代は
IIb はアルビアン最後期， III a および S-III. S-

IV はセノマニアン前期 と考えられている (Matsu

moto and Ta5hiro, 1975 ; 団代 ・ 松田 ， 1983) . 種

の同定が未だ進んでいないニ ッポニトリ ゴニア類の

l 種が， 総原地域(高知)の上部白亜系(甲藤・他， M

S.) (おそらくセノマ ニアン中期)に産するが， 本来同

定種が本邦では最も上位に出現するニッポニ トリ ゴ

.3) 徳島の下部白j!jj系については，その JiSi位的研究を進め
ており ， 従来とは若干異なる見解を得ているので， そ

の成果を公表すべく 準備中である

ニアであろう . 銚子(千葉)の下部白磁系から記載さ

れた N砂/Jon ilrigonia cltosltiensis (Maeda. 1 962 ) は

未だ筆者らは標本を得ていない.

本邦のプテロトリゴニア類、の最古の緩は， Plelひ

trigonia (5.5.) þocillijo nnis であ る . 本艇はその外形

の特徴から A . B の 2 型が認め ら れる(田代 ・ 松田，

1983) が， 一般に A タイプは B タイプよりむ下位の

層準に産する . たとえば物部層(高知) ， 箆;ケ奈路lM

下音[1層(高知人石堂層(山中) ， 羽浦肘(徳島) ， 立川

地域のホ羽浦層" (徳島) ， 有国国(紀州、1 ) ， 戸台J0 (赤

石) ， 八竜山!雷(f:!~本) ， 侃盾山層(大分) ， 潟水!国下音11

1習(大分)で確認できる . また気仙沼の大島統のれ白

浜lg砂の標本 ( IGPS 3671 2) も A タ イ プに近い. この

A タイプは Neitltea alaua. Aslarle sllbseneι /a . Pli. 

calul，α lúiel1sis. Na'/'lonauis yolwyal'lZai. Geruillaria 

Jωradae ， Ceruillia forbωIal1a などと伴なってでる

ことが多い. 上記の地問群はし、ずれも領石あるいは

その相当庖の上位にあり ィ オー テ リビアン後期から

パレミアン前期とされている部分である(松本 ・ 他，

1982) . 

一方 B タイプの P. (5. 5. ) 仰αIliformis は ， 日比原

層下部l雷(高知人;r.;'l原地域の同相当層(高知) ， 傍示

層基底部(徳島) ， 堂ケ奈路層中部層(高知) ， ‘介石山

層。(佐山町加茂北方の介石山層で， 介石山の介石山

層ではなし，)や黒原層(高知人 小坂層(小坂地域の侃

盾山層群 ・ 大分) ， 日 奈久層(熊本) などに確認され

る . また Hayami and Oji (1 980) の銚子の標本はお

そらく B タイプであると思われる . これらの地層群

はいずれもアプチアンと考えられていて，日比原層，

堂ケ奈路層， 傍示!雷， 小坂層からは ~ ，ずれも Chel-on .

icel'，ω5pp . の報告があ る (松本 ・他， 1981: 田代 ・

他， 1980: 目代 ・ 他， 1982: 松本 ・ 高橋， 1 982: 中

居， 1968: 寺岡， lpp九また，最近，萩野層(高知)

の下位に分布する神母木層 (田代 ・ 他， MS.) か ら

も B タ イ プが知られ， 本層は， アンモナイ トに よれ
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ばパレミ アン後期(松本達郎博士の私信による)であ

る . 以上のように B タイプはパレミアン後期からア

プチアン前期に出現しているが， A タ イ プと B タイ

プは産出岩相に若干の差異(前者はシル卜岩に ， 後者

は砂岩に多し、)があり ，生息環境の違いによる‘すみ

分けかと考えられないこともないが， 未だそれを支

持する積極的な材料は得ていない.

Pterolrigonia (5. 5.) holdwidoana と Pterotrigonia

(5. 5.) yolwyamai は宮古層群のアプチアン後期から

アルビアンに特徴的な穫である . 前者は， 九州では

八代層 (アルビアン前期の後期)と宮地層(ア Jレビア

ン中期? )や ， 溜水層上部(アプチアン後期? )にみら

れ， 後者は宮地層や須久保(大分 : アルビアン後WJ:

総本 ・ 他， 1 981: 田代 ・ 田中 ・ 松田 ， 1 983MS.*叫に

認めら れ る . 四国では， 傍示j冒上部でほぼ P. (5. 5.) 

yolwyamai に同定できる未公表の標本を得ている .

北海道ìm川地域の様似の標本(蟹江康光博士採集)は

P. (5. 5.) yolwyamai の模式標本 (lGPS 4367) よりも

はるかに大型であるが，他の特徴は， P. (5. 5.) 

yolwyarnai に酷似する (Ta5h iro and Mat5uda , 19 

83 ) また P . (5. 5.) hokkaidoanα については， 田村

( 1 978 ) も指摘して いるように，北海道には確認でき

ない. 本種のレンジは四国の日比原層下部層の標本

(平問茂樹氏採集 ・ 田村， 1978) が ， P. (5. 5.) ho帥az

docma とされて いる ので ， 上記をまとめると ， アプ

チアン前期からアル ビ アンに及んでいると思われる

が， アルビアン最上部(御所浦層群)には存在しない

ので， おそらくアル ビアンf灸期にはM!J滅し たと思わ

れる . 宮古層群から知られる Pterolrigonia (s. 5.) 

dalernas，ωnunel に比較される標本は， 筆者らの知る

かぎりでは， 宮古以外での報告はない.

セノマニアンに知 られ る Ptel'otl^igoηza 5.5. は ，

Pterotrigonia (5. 5.) sakalmmi のみで， その産地は御

所浦層群にかぎられている . 同盟属の最後の穏は

Plerolrigonia (S. 5.) IW}何lensz五 である . 本種は Ta.

mura ( 1 978) に よって大分の大野川層群霊山層から

記載されたが， 高知県物部 ・ 大栃の格佐古l留からも

産する (Ta5h iro and Matsuda , 1983). ともに

lnocemmus hobetsensis 帯からでるので， チュロニ

アン中期が示唆される .

最近筆者らは， かつて Acanthotrigol1 ia とされた

三角貝類の一部と 5cabrotrigonia とされた三角貝

類を ， 一括して Pterolrぽonza の亜属? 5cabrolri. 

gonza とした (Tash iro and Mat5uda , 1 983) 本盟属

の種はアプチアン前期か ら セ ノマニアン中期にかけ

て繁栄する . アプチ アン前期の PlerO I1'igonia (? 

5cabrotrigoηia) moriana が高知の物部地域の荻野

刈高知大学学術報告第 32 巻自然科学(1983 : 印刷中).
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層， 高知市北方のホ萩野層。，佐川地域の文城層に知

られる . アプチアン後期からアル ビア ン前期にかけ

ては， Nakano (1 958) による "5cabrotrigonia 5p." 

が八代層から知られるのみであるが， ア/レピア ン後

期には ， Pterotrigoηω (?5cabr0 I1匂onia) obsoleta や

Pterotrigonia (? 5cab1叫η;_goni，α)ρuslulosa が出現し，

それらから ， それぞれ発展したと思われる多くの種

(Plerof1なonia (? 5cabrotrigonia) monobeana , P. (? 

5.) longilova , P. (? 5.)ρustulosa (B), P. (? 5.) ima. 

ηishii ， P. (?5.) kobayashii, P. (?5.) yeharai) が， ほ

ぽ日本全域に分布して いるが， おそらくセノマニ ア

ン中期には絶滅している(詳細な各種の層準や産出

地層などは ， 国代 ・ 松田， 1983 を参照) .

Pterotrigoηia のill!属 Ptilotrigonia も ， アルピアン

後期からセノマニアン中期にかけて爆発的に繁栄し

た三角貝類である . 東北地方や北海道では， Ptelひ

trigonia (Ptilotrigonia) brevicula と Pterol1igonia

(Ptilotrigonia) mifunensis の 2 種のみであるのに対

し西南日本での発達は顕著である . 九州では主に御

所浦層群 ・ 飼l船層群に産し Ptel'otrigonia (Ptilotri二

gonia) ogawai , P. (Ptil.) mifune町お ， P. (Ptil.) 

tamunâ , P. (Ptil.) amakusensis , P. (Ptil.) brevi. 

cula , P. (Ptil.) usuiensis , P. (Ptil.) mashillensis , 

P. (Ptil.) higoensis , P. (Ptil.) dilapsa の 9 種，四国

では P. (Plil.) mlfunensis , P. (Ptil.) bl'evicula , P. 

(Ptil.) higoensis , P. (Ptil.) mashikensis , P. (Ptil.) 

円úyanoharensis の 5 種が，佐川や物部地域に知られ

る (層準・産地等の詳細は，田代 ・松田， 1983 : Ta5hi. 

ro and Mat5uda , 1982 , 1983 ; Ta5hiro and Koza i, 

1 982 を参照) .

赤石山地では P. (Ptil.) mifunensis , P. (Ptil.) 

miyanoharensis が多産して 0' る (松島 ・北村， 1981 の

襟本を筆者らが同定) .

以上述べた三角貝類の他に，本邦白頭系に知られ

る種として Rutitrigoηza の 2 種がある Rutitγ1 .

gonia yeharai (Kobayashi , 1 954) が佐川 の 山 ノ神

層， Rulitrigonia sanchuensis (Nakano , 1 958) が石

堂層と八代 !習から知られている . またおそらく

Lino I ngol1 ia と思われる標本(松島 ・北村， 1981 ， pJ. 

2, fig5. 1 -5 ) が赤石山地(セ ノマニアン)に知られ

ている . 大分の須久保層(アルビアン後期)から最近

PtilOlrigoηω と思われる不完全な標本が田中 均氏

によって採集された(田代 ・ 田中 ・ 松田 ， 1983 M 

S.). 

3. 三角貝の生息環境

図 3 は，上部白亜系の三角貝類の出現時期と，そ

の推定される系統を示 し， 図 4 は ， それぞれの種の

推定される生息環境を示している . 図中の三角貝の
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図の数は， ほぽ産地の数かそれより少ない数になっ
ている . 図 3 ， 図 4 には ， 北海道の "Sleinmanella" 

(Yeharella) jimboi, Yaadia (?) deckeina , A�iotriｭ

gonia (Micmlrigoηia) sp . の三種は図示されて いな

し，

生息環境の推定は ， 岩相お よび伴う二枚貝化石の

群集の違いに基づいて行なっている . 図 4 の左側ω

は， 一般に中~細粒砂岩からなり ， 伴う二枚貝は図

の上半部では C1惜sostrea ， Brachiodonles , Leþlo・

zolen , Loxo , Amakusataþes , T enea , Agn01nyax , 

Aslarlemya , Glycymeris , Corbul，α など， 下半部は
Apholodina. Meekia , L eþto zo len , Glycymeris , 

Cucu!aea などである . 図の中央部巴)で は Inocera

mus , Glycyrnerお ， Acila , Naηonauzs などを伴い，

細粒砂岩からシル 卜質岩を示してい る . 図の右倶I](C)

では， シルト質岩から稽灰色泥岩を主とし ， Acila, 

NUCIIla , Portlandia , Pe riJり lomya ， Pe1'iþloma , 

Parvωnussium . So lemya などを伴なっている .

Yaadia 類はいずれも near shore の砂岩(粗~中
粒)にでることが多い. 和泉層群では， 基底際岩近く

の砂岩やシ lレ 卜岩にしばしば見出 される . 天草下島

の姫浦層群上部亜層群の U- II1 a では粗粒砂岩中

に密集して Yaadia obso leta がでる (Tashiro ， 1978) 

またほぽ閉じような岩相 の 同 亜庖群 U -II a 
( 十i1iJ:，\ ) には Y回dia jaþonica が密集する Yaadia

ainllana は北海道の幾春別様沢ダム南東に密集層が

あるが， ここでは，細粒~シルト質の砂岩中にあり

Glycymeris (Haηaia) kα!surazawensis . Inoceramus 

teshioensis などを{半なっている .

A�iolrigonia s. s. や Hetemlrigonia s. s. の穫はほ

ぼ共通した環境から産する事が図から判 る Yaa・

dia 類よりも一般に細粒な堆積物(細粒砂岩~シル

ト岩)中にみられるが， ま れに共産する場合は， どち

らかの種が少ない. たと えば，胤j誌の姫浦層群 U 

II a に数層準にわた り抗仰dia jaþon比四の密集l習が

発達するが， その中にはまれに AþωIrigonia (s. s.) 

crasso radiata が産し ， 逆に ， やや細粒な砂岩には A .

(s. s.) crassoradiala の宮、集層が発達するが，その中

にまれに Y . jaþonica が産する . この関係は Yaadia

lúnwrai と Aþiotrigonia (s. 5.) minor 文は Aþiolri

gonia (s. S.) undulosa (双葉層群 ・ 宇和島層群) ， Y. 

amzωna と Aþiotrigonia (s. s.) mikaβae附お(三笠砂

岩国)の問にもみられる . また F-leterolrigonia (s. s.) 

subovalis subovalis と Hete1'otrigoη ia (s. s.) subovaｭ

lis sawatai の聞には， 幾分生息環境の違いがあった

ようで，前者は一般に組~中粒砂岩間から得られる

が， 後者はシ Jレト岩中に産してい る . かつて両者を

同種として取扱った (Nakano. 1958 ; Tashiro, 19 

79) が， ここでは説明の都合上亜種的差異があると
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みなし取扱うこと にする . subovalお s. s と saωaω1

の違いはエリ アの装飾が後者では明瞭な放射状肋が
あり ，前者ではその小肋が弱いか不明l僚である . ま

たエリアの形は，前者は細長 く後方へ丸く突き 出す
のに対し後者は対角線状に切れて突き 出し方が弱い.

これによく似た違いが Microtrigonia の種の間に も

みられる . たとえば Aþiotrigonia (Micro lr(ミronia)

imutensis , AρiOI1'igonia (Microtrigonia) �oslonoｭ

dosa , A�iotrigonia (? Aρiotrigonia) dllbia と Aþω

trigonia (Microtrigonia) amanoi , Aþiolrigo押 ta

(Mic1'Otrigonia) minima の聞の関係であり ， 前 3 種
はエリ アが後方へ丸 く突き だし ， 装飾はほとんど

不明瞭なのに対し， 後 2 種はエリ アが短か く ， 突出
しも弱〈対角線状にカッ卜されており ， 明 lIî，tな装飾

がみとめられる . 前者の生息環境は AþωIrìgonl{/ s. 

5 の種に近 く ， 天草や和泉では A. (M.) il/l lllensi:五

は ， しばしば A . (s. s.) cr.ωoradiala と同所的に産す

る . 一方後者はシルト岩や稽灰色泥岩中に多く産出
し ， 明らかにすみ分けていることが判る . Helerolriｭ

gonia (Nalwl1olrigonia) granosa, F-lelerolrigonia 

(Nakanolrigonia) himenollre附is は， 殺の形態やエ

リアの装飾が明l僚な点では後者に類似していて ， そ

の産出岩相も陥灰色泥岩にかぎ ら れている . こ れ ら

の三角貝類は，同所的に産する他の二枚貝からみて

も ， その生息IL1境は，前者で浅 く ， 後者で深いと判

断される . また両者の違いは， エリアだけでな く殻

表(ディスク)の装飾にも若干の違いがみられ， 前者

の装飾は， 一般に JI1Jが弱く ， 後者の肋は強い.

また ， Aþiolrigoηia s. S. , Helerotrigonia s. S. , 

Microlrigonia , Nalwnotrigonia のし、ずれの豆腐 に

属する種も ， 下位から上位へと ， 時間の経過と共に，

殻表の亜放射状肋が強調されていくことは， Tashiｭ

ro (1979) がすでに指摘しているが， この定向的な進

化と堆積環境(生息環境)との関係はよく 判 らない.

図 5 は，下音Il白亜系~中部白亜系プテ ロトリ ゴニ

ア類の出現を時代11僚に配列したもので， 図 6 は ， プ

テ ロトリ ゴニア類を中心に，その生息環境の推移を

画いた もので， たてに時代の経過， よこに生息環境

の拡がりを表わしている . 而， 本図は回代 ・ 松田

( 1983) に示した図に ， 下部白亜系下部のプテロトリ

ゴニア類を追加し，更に新しい化石産地による資料

を加え ， スランピングなどによる混入が予想される

部分(産地) を排除し ， 改作した ものである . 図中の

三角貝図の点数はそれぞれの穫の産地数に等しいか，

それより少ない数で示されている . プテ ロトリ ゴニ

ア類の個々の種の系統 ・ 進化に関しては， その if(t出

庖準・産地の詳細!lとともに田代 ・俗図 (1983) ， Tashiｭ

ro and Matsuda (1 983) で述べているので参照され

たい. また ， ニッポニ トリゴニア類については， 前
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U. Neocomion 

9 

1 P.15.5.J pocilllformis (A/ 

2 P.15.5.) pocilliformis (8/ 

3 P.15.5.) yokoyomoi 

� P.15.5. J hokkoidooηo 

5 P. (5.5.' dofemasamunei 

6 P. 15.5.) sokokuroi 

7 P.15.5.) kofujiensis 

B P. I ヲ 5 . ) 511 

9 P. l' 5.) moriono 

10 P.I フ 5 . ) obsolelo 

11 P. I?S.' imanishii 

12 P. Iラ5 . ) koboyoshii 

13 P.I?5.) pusluloso I A / 

l� P. 1'5.) pusluloso 18/ 

15 P. I ヲS.' monobeona 

15 P. I ヲ 5.) longilovo 

l7 P.I?5.) yehoroli 

18 P.(Plil.) ogowoi 

19 P.(Plil.) mifunensis (A) 

20 P. (Plil.) mifunensis (8) 

21 P.(Plil.) mifunensls (C) 

22 P. (円 ;1. 1 miyonoharensis 

23 P. (PIIf.) dilopso 

2� P.IPlil.) breviculo 

25 P.IPtil. 1 uswensis 

26 P.IPIIf. J moshil(ensis 

27 P. (円if.) amGkusensis 

2 B P.(PIiI. J lomuro i 

29 P.(Plil.) higoensl5 

Aridon Miyakoan 

10 

18 

Gyliokian 

図 5 本邦下苦11- 中音11白組系に出現する プテ ロ ト リゴニア~[の産出層準

27 

Turonian 

12 
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章で述べた理由の如く ， 完全な標本の獲得が困難な
こと ， また ， 形態的特徴が平面図 として表現しに く

いことも合わせて ， ここでは図示する事をやめ， そ

の生息環境の範囲を矢印の線で表わすにとどめてい

る . なお前章でふれた Rutitrぽoma の 2 種， Linoｭ

l1-igonia sp_ , " Ptilotrigoηia sp . " と筆者 らが直接採

集， あるいは露頭(産地)の確認が出来なかった

Pte1'Otrigoni，α(? 5cab1'Otrigonia) longilova に つ ~ l て

は図示していない.

匡16 の環境の拡がりを左(汽水)から右(沿洋)へほ

ぽ 5 等分して説明すると ， 図左端凶に位置する三角

貝類は， 際岩 ・ 程表混り砂岩 ・ 極粗粒砂岩に産するも

ので，中上部白亜系(図上半部)では， し ばしば Ma・

tsumo l.oa , Crasゐostrea ， Eorniodon などと伴って産

する . 下部白亜系では一般に "Ostl-ea" ， Niþþonitl-j二

go n. iα の密集層を形成している . おそらく汽水域か，

あるいは海浜に接した 潮間帯付近の堆積環境下に

あったとみら れ る . この環境下に出る 三角貝は

Ni��onilrigonia sakarnoloensis , N. þhcala , N. 

l�lwchiana. Rlltitrigonia sanchuensis などのノ、マ

グリ 型のも のとプテロ トリゴ ニア 類の Pterofri

gonia (s. s.) salw fnmâ , P. (? 5cab rotrigoniα ) yehaｭ

rai , P. (Pl.ilotrigonia) hぽoenSIS などで， まれに P.

(Ptil.) breuicula , P. (Ptil.) usuien五必 . P. (Ptil.) 

ta1'l1w切 なとーが加わる . 前記の 3 種は， l ずれも大型

で， 数の少ない太く低~ "いぽ状の不規則で不明 11来

な突起を持ったディスクの )j力があ る ことや，エリア

は幅広いがスムースで， 後方へ丸く突きだすという

共通する特徴がある .

次の図の中央より左側に位置する部分(日は ， 一般

に粉粒砂岩か砂まじりの分級の悪い砂泥岩を主とし

ており ，中 ・ 上部白亜系では Matswnotoa ， Eornioｭ

don , 5eþtlfer , Coshoraia , Anomiα ， 下部白亜系で
は Neithea ， Naηoηauis ， Eona uicu la , Plicatula , 

8alæuelia , Ceruillaria , Celuellia ， まれに Astarte

を産する . おそらく汽水域の死殻が混入するような

懐く海浜近くの潮間帯の環境が推定される . ここに

は凶部分の三角貝類もみられるが， 下部白亜系では

Pl.erotrigonia (s. s.) þoc叫zformis (B t ype) , Ni仰oru

trigonia conuexa , N. lúlmchiana , N. quadral.a な

どが多く ， 最下部付近では P. (s. s.) �ocilliformis (A 

type) も多い . 宮古や北海道では P. (s. s.) yo!loy，αrna i 

がこれに加わる P. (s. s.) �ocillifonnis (B type) 

と N. conuexa 密集庖が四回全域にわたり発達し ，

さらに九州、|の大分まで延びるアプチアン前期の、三

角貝砂砂岩はこの(闘のより右側に位置し ， P. (s. s.) 

pocilliforrnis (A and B t ypes) と N . sakarnol.oensis 

が濃集する物部層や羽浦層， 石堂層， 日比原層下部

層の各産地は(B)部分でもより左側(海浜側)に位置し
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ている . 一方， 上 ・ 中部白亜系では，こ の間部分に

多産するのは殆んどプチロ トリコーニア類で，凶部分

の三角貝に P. (Ptil.) rnashileensis , P. (Ptil.) ω加
Imsensis が加わる . これらのプチロトリゴニア類は，

殻の前半部が半円型で丸く ， 穀表の肋は太いが低 く ，

数は少な く ， また ， エリアはスムーズで細長く丸く
ふくらみ， 後方へ丸く突出する共通点がある . これ

は下部白亜系の(鴎部分に多い P . (s. s.) yolwyamai 

と P. (s. s.) þocillifomú守s (B t ype ) が， 穀表の肋が少

なく ， エリアは丸くふくらみ， スムー ズて\ 後方の

細長く丸く突き 出す点で， たがいに良く似ている .

図の中央音/l(C)は組粒~中粒砂岩を主とする部分で

ある . 上 ・ 中部白亜系では A nthonya , Crassatella , 

Coshoraia , Eoηavicula ， Cucullaea , Clycymeris ， 下

部白亜系では Bm-batia ， A n l.honya , Cかcymens ，
Nemodon, Neithea, Eri)うhylla， Yabea, Coshoｭ

raia, A s l.arte, Cucullaea, POげlandia， Corbula, 

Cardium などの二枚貝を伴うので，こ の部分は，

おそらくやや沖合の潮間帯か ら 潮下帯付近の環境

を示していると思われる . ここでは大型のニ ッポ

ニトリゴニア類は殆んどみられず， N. convexa , 

N. (/uadral.a がわずかに産する . 下部臼盟系では

Pte1'Ot17gonia s. s の発達が顕著な部分であり ，上部

白亜系ではプチロト リ ゴニアの大部分の種と

Pl.erotrigonia (? 5cabrotngonia) þustu!osa の系列の

種がみられるが， 産出量は前者の方がはるかに多い.

図の中央より右側の部分の)は中 ・ 細粒砂岩~シル

ト岩を主とした部分で， 伴う二枚貝化石は，中 ・ 上

部白亜系では， Clycymeris , Cucullaea , Pholaｭ

domya , Anthonya , Myltea , Thetis , lnoceramus な

どがあり ， 下部白亜系では Clycymeris. Cucullaea , 

Portlandia , Nuc・u !a ， Coniomya , Panoþea , Chlaｭ

mys , lnocemrnus , Nanonavis などである . 三角貝

類は，下音/l 白.ITE系では P. (s. s.) þocilllforrnis , P. (フ

5.) rnoγiana ， P. (s. s.) hoklwidoana , P. (s. s.) 

datemasamuηez などがあり ，上部白亜系ではプチロ

トリゴニア類は P. (Ptil.) mijunensis と ， まれに P .

(Pti!.) m~yano加rensls が残る程度で， あとはほとん

ど P. (?5.) þustulosa と P . (?5.) obsoleta の両系列の

三角貝でしめられるが，中でも P. (? 5.) þustulosa 系

列の量が多い (P. (?5.)ρuslulosa (A and B types) , 

P. (?5.) monobeana , P. (?5.) longilova). Pterotriｭ

gonia s. s では ， P. (s. s.) koj均的聞がある.こ

のの)部分の環境は， 岩相や二枚貝相からみて ， やや

沖合の潮下帯を示していると思われるが， この部分

から多産する Pterotrigonia s. s_ と?Scabrotrigonia 

には，共通した特徴がみられる . それは， 殻の外形

は三角形か三日月型で， 殻表の肋は多めで，細 く強

く突き 出て，細かいクレニュレー ションが発達して
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いる . また ， エリアが後方に丸く突出る種はあるが，

大半はその突出しは弱くエリアのふくらみも弱い.

また ， エリア上には， 一般に明l僚な装飾が残されて
いる . また ， この部分にのこる P . (Ptil.) rnifunensお

と P . (Ptil.) rniyanoharensis は ， 肋の数が他のプチ
ロトリゴニアよりも数多く ， 特に前者の外形は， プ
チヨ卜リゴニアよりも横長で P. (S.) longilova に似

ている . また ， ? Scabrotrigonia の中で一般的なプチ

ロトリゴニアに似たエリアを持つ P. ( ? s.) yeharai, 
P. ( ? S.) longilova, P. ( ? S.) rnonobeana が， この

部分 (D) でもより海浜寄り (左側)に多く分布する .

図の右端の部分間は， ほとんどシ lレト岩か暗灰色

泥岩からなり中 ・ 上部白亜系では， Acila, Nucula , 

Mesossaccella, Entoliu rn , Parvarnussiurn , Pe1'i 
þlornya が産し ， 生痕化石 Zooþhycos がしばしば観

察され， 下部白更系では Nucα印ul，似'a ， Parv叩α仰muωss幻1

Li♂112冗atuωtllμρ ， Inocemrnus , Mesossaccella が特徴的で

ある . おそらく潮下帯から大陸斜面近くの，かなり

深度のある堆積環境下にあったと思われる . 下部白

亜系のこの部分からは， 未だ三角貝は見出せないが，

中 ・ 上部白亜系では P . (? S.) obsoleta 系列の P . (?S.) 

obsoleta, P. (? S.) imanishii , P. (? S.) kobayash ii が

ほとんどであるが， わずかに P. (?S.) ρustulosa も産

する . この部分に P . (s. s.) kofujiensis を図示した

が， これは， 大分の霊山層の暗灰色泥岩に産したも

ので， 本標本は ， Inocerarnus hobelse問おと伴う事

を考えると ， むしろの)の部分に加えるべきかもしれ

ない . この岡部の三角買は， いずれもエリアが割に

広 く ， 装飾が明瞭であり ， 殻表の肋は細いが強 く 突

きだしており ， 細かなクレニュレーションが発達し

ている .

図 6 と図 4 をオ ーバラップして考えると ， 本邦白

亜系全体の三角貝の生息環境が示されることになる .

図 4 の中央部分間が， 図 6 の中央よりも右よりの部

分のMこほぽ相当する (Pterot1'igonia (s. s.) kofujiensis 
と Aþiotrigonia (s. s.) undulosa が同所的に産す

る : 高知県の格佐古層. また Pterotrigonia (? Sca. 

b1'Otrigonia) kobのI'ashii ， P. (? S.) �ustulosa (B typ巴)
は ， Heterotrigonia (s. s.) subovalだ sawatai とほぼ

同所的に産する : 北海道の三笠層).図 4 の左側聞を

含んだ範囲と思われる . 図 4 の右側部分(C)は ， 図 6

の右端聞にほぼ相当する .

4. 三角員の形態と生息環境

図 4 と図 6 とからの考察は次のようにまとめられ

る .

Nipþonitrigonia, Rutitrigonia , Yiωd切などは，

一般に汽水域~潮間帯の極海浜に接近した場所に生

息している .
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Ptilotrigon ia は ， 汽水域から潮間帯域に繁栄し， 汽

水域あるいはその付近ではより大型のものが多く ，

潮下帯近くでは小型で細長い型のものが多くなる .

? Scabrotrigonia は ， 潮間帯か ら潮下帯に多く ， 大
陸斜面近くのかなり深い場所まで生息し得た種もあ

る*5)一般に潮間帯付近の種は小型でエ リ アが細く，

その装飾が弱い.

Pterotrigonia s. s は ， 潮間帯から潮下帯付近に繁

殖し， Ptilobigonia と ?Scabrot1司gonia の中間的な

生息環境を示すが， 前 2 亙属と同所的に出る事はな

い円 一般に本蛮属は Ptilotrigonia ， ? Scabrotri. 

gonza の両亜属よりも早期(下部白亜紀)に出現して

いるので， 両亜属が，本更属から進展した三角貝類

と考えられない事もないが， また両頭属のために駆

遂され， 本邦での繁栄は中 ・ 上部白亜系では望めな

かったのかもしれない. 両亜属の繁栄が閉じたセノ

マニアン以降に ， 更び P . (s. s.) Iwfujiensだとして出

現する事に重要な意味があると思われる .

A�iot17gonia s. s . は ， 潮下帯あるいは潮間帯付近

のほぼ一定の環境に生存していたようである .

Microt17gonia は ， 潮間帯~滞j下帯にすむ種とさら

に深い場所に生息した種の 2 つのクソレープに分けら

~1.る .

Hete1'011'igonia s. s. は ， 本邦では H . (s. s.) 

幻tbovalis の 2 班種 subovalis s. s と sawala i がある

だけであるが， 前者は Aρio tηigon ia s. sー とほぼ同様

な生息環境にあり ， 後者はやや深い環境を選んだよ

うである .

Nakanotrigonia は Hetero t l'忽onia (Nalwnotri. 

gonia) gmnosa と H . (N.) himenourensis の 2 種の

みであるが， 両者とも潮下帯でもかなり沖合いの泥

中に生息していたと思われる .

三角貝の形態(外見上)と生息環境の関係も図 4 ，

匡16 を通して考察する事ができる .

汽水域あるいは海浜に接近した潮間帯付近に生息

する種は大型でハマグリ型をして ， 穀表の装飾は弱

いか消失している (Nψ'þonitrigonia ， Ru.tit17g0ηza ， 
Yaadia) またノ、マグリ型をとらない種はエリアは

スムーズで幅広いが低い. またクレニュレーション

は不規則ないぽ状のにぶい突起になっている (Pti.

lotrigonia , Pterotrigonia , ? Scabrot1'igonia) クノ
ピ一類は外型はノ、マグリ型に近いが， 殻表の装飾は

太いいぽ状突起がある ( Yaadia). 

潮間帯に広〈生息するものは型はやや小型になる

が， 殻の前半音f~ は丸く ， その装飾は弱い幅広な!Jjl と

なっていて ， エリアは丸くふくらみ細長くカモの壕

0 5) 例外に 只( ? 5.) yeliほraz がある

刊}例外に只 (s. s.) sakakurai がある
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型に後方へ突出し， 装飾は消失している(月ilotri苧
gonia). 

潮間帯の前縁から潮下帯に及ぶ付近に出現する種

は， 前記の特徴を示すもの (Ptilot1^igonia ， Heterotri・
gonia , Apiotrigonia) と ， エリ アはかなり突出する

が， 装飾が顕著で，殻表の肋が強い種も加わる (Pte・

rotrigonia s. S. , ? Scabrotrigonia , Microtrigonia). 

潮下帯以深のより沿海域に生息する種は， 設表の

肋は強 く ， 数も多く ，細かなクレニュレーションが

発達する . エリアは平垣で，その後端は直線的であ

り ， 表面には V 字型， 傾斜肋， 放射状肋， 同心円肋

などが強 く 残っている (Microtrigonia ， ? Scab1'otriｭ

gonzム Pterotrigonia s. s.) 

以上の事から ， 三角貝の生息環境に対する適応戦

略の一端が浮かび上ってくる . そのひとつに，殻表

(ディスク)に出現する肋の強弱，数(肋間の幅の大

小)の多少があり ， またエリアの型態の変異も重要で

あろう . また ， 生息環境による変化とはあまり関係

がないと思われる変異もある . たとえば， アピオト

リゴニア類の時間の経過とともに増大するディスク

の亜放射状肋(前述) や， Pterotrigonia (? Scabrotriｭ

gonia) obsoleta -P. (? S.) imanishi -P (? S.) kobaya苧

shii の系列にみら れ る エリアの V 字型肋の変異や

Pterotrigonia (? Scabrotrigonia) ρ附tulosa の系列に

みられる エリ アの粗粒状装飾の変異などがあげられ

るが， これらの変異はほとんど一定した生息環境の

中で生起していて，おそ らく定向的なものと考えら

れる .

三角異類の古生態は， Saul (1978) , Stanley (19 

78) などにより取り扱かわれているように， 殻の前

半部を下に ， エリアを上にして砂泥中にも ぐ り込ん

でいたとすれば， 殻の前半部の肋の形質は， おそら

く その砂泥の粒度や形質に関係があるだろうし， サ

イフォン状に延びたエリ アの形状は，その環境，例

えば深度，流水の方向や強弱などに大きく左右され

ていたと考え ら れる . Stanley (1978) は ， ヤーデア

類の knob (イボ)の存在は， 砂よりも泥に有効で，ミ

オフオレラ類や トリゴニア類と同様に muddy sediｭ

ments か ら多産すると述べているが， 本邦白亜系の

クノビ一類(ヤーデア類) や knob を持つプテ ロトリ

ゴニアは， 泥岩よりも砂岩勝ちのむしろ粗粒砂岩中
に多い. これは北アメリカに産するヤーデア類が本

邦の種よりも一般に肋聞がつまっている事が，

Stan ley による見解とは異なっている原因 と 思われ，

事実， ヤーデア類で幾分肋が強く太いため肋がつ

まった形態の Yaadia ainuana や "Steinmaηella

(Yeharella) jimboi" は，他のヤーデアよりも幾分細

粒な岩相より出ており ， また ， 肋間のつまったアピ

オトリゴニアやプテロトリゴニア類が， より泥勝ち
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の部分に多い事は， ミオフオレラやトリゴニア類と

共通している .

5. おわりに

個々の三角貝標本の産地が現地性のものか奥地性
(混入)のものかを区別するのは大変困難である . 本

論文で資料として取扱った産地は， なるべく客観性

を持たせる意味を含めて， 合弁の殻か， はなれては
いるが初J帯部は結合した殻の標本(三角買にかぎら

ず他の二枚貝も考慮)の産地のみ示 している . また時

間のゆるすかぎり特に西南日本，北海道については，

多 く の三角貝産地を踏査したつもりである .

今後の課題として ， これら三角貝の形態と生息環

境を， 実験的手法で確かめていく必要がある .
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海底コアの研究における一定容量サンプリングの重要性

大 場 申
ベミ、

道 1)

Importance of constant volume sampling for sediment core study 

Tadamichi Oball 

Abstract Sampling of a constant volum巴 of sediment from a deep-sea piston core provides valuable 

information concerning water content , supply rate of materials to the sea f100r and productivity of 

marine organisms in the overlying water culumn. A s巴diment core obtained from the continental 

bench at a water depth of 2, 020 m off the Boso Peninsula represents an area of extremely high rates 

of bulk sedimentation and wat巴r free sedimentation. Supply of carbonate and non-carbonate 

materials was high during the transitional period from the end of the last glacial age to the early 

Holocene (from 13.500 years B. P. to 9 , 700 years B. P.). Materials deposited during this period consist 

mainly of non-carbonate particles less than 74μin siz巴 which probably d巴rived from aeolian dust 

Also procluctivity of planktonic foraminiferal species Globol'otalia 円'zenal'dii increased abruptly at about 

10 , 000 years B. P. These facts suggest that both the supply rate of non-carbonate materials and 

productivity of marine organisms were intens i v巴 during the transitional period from the last glacial age 

to the Holocene 

はじめに

最近の海洋地質学の目覚ましい発展に伴しり海底

の柱状堆積物(コア)を材料とした研究も年々増加の

一途をたどっている . しかし，国の内外を問わず，

これまでの研究の多くは，准積物の一定容量サンプ

リングがほとんど行われていないのが現状である .

海底コアを採取し， その直後に一定容量の地積物を

取り出して ， 秤量後乾燥して再び秤量しさえすれば，

含7]<.率の容量ノ f一セントを簡単に求められるばかり

でなく ， 一定容量サンプリングによって， 海底への

物質の供給速度や過去における浮遊性および底生生

物の生産量についての重要な情報を得ることができ

る .

本稿では， 房総半島沖の海底から採取されたピス

トン ・ コアについて ， 一定容量サンプ リ ングを行い，

含水率(容量パーセント)，炭酸塩および非炭酸塩の

供給速度， 浮遊性有孔虫、のある特定な種の生産量な

どを求めたので， その手順について紹介する .

海底コア ( K H -79 - 3 , C -6 ) 

東京大学海洋研究所の研究船白鳳丸の 1979 年度

第 3 次航海において ， 房総半島勝浦沖の南東約 75 km 

の海底(水深 2 ， 020 m ) から， ピストン ・コ ア ( KH-

" 金沢大学教養部地学教室

79- 3 , C -6 ， 長さ 396 cm) が採取された (図 1 ). 

本コアの採取予定地点が大陸斜面上の一平坦面にあ

るため ， 一般には，乱泥流に よる浅海堆積物の混入

が起こり易いと考えられる . そこで， 採取地点を決

定するに当っては，精密な海底地形の調査を行い，

乱泥流の影響が及ばないと考えられる海底地形の場

所を選定した . すなわち ， 図 l に示すように ， 鴨川

海底谷および勝浦海底谷からできるだけ遠く ， かつ，

断面A - B で示されるように，大陸棚や大陸斜面か

ら流れ込む土砂が途中でトラップされて ， 採泥点ま

で到達しないと考えられる地点である . その結果，
得られた長さ約 4 m の本コアには， 乱泥流で、運ひ、込

まれたと考えられる浅海の粗粒堆積物は全く含まれ

ていない .

ピストン ・ コアの最上部(約 10 cm) は ， パイロッ

ト ・ コ アと 同様に，未凝固の褐色の酸化帯を伴って

いる.こ のことは， ピス ト ン ・ コアリングによって ，

海底の表層堆積物が採取されたことを示している .

その酸化帯以下の堆積物は， 全体に暗緑色を呈し，

所々の層準にテフラの薄層(数mm~ 3 cm ) を介在す る

以外は，比較的均質な堆積相で， 主としてシルトお

よ び粘土からなる(図 2 ).また ， 74μ 以上の粗粒堆

積物は，コアの上部 130 cm までに 20~30%，下部に

10%程度含まれているが， それらを矯成する物質は，

主に火山ガス，スコリア， feca 1 pell et ， 有孔虫など
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図 1 ピス|ン ・ コア KH-79-3 ， C-6 の係泥地点とその周辺の海底地形および

直線 A-B に沿う断面図(水路音11- i毎低地形図 Nn6366 に基づく )
Fig. 1 Location of piston core KH-79-3, C-6 bathymetry of the area of 

study and topographic profile along the line A -B. (Based on 
bathymetric chart No. 6お6 of Hydrographic Department of ]apan) 

である(図 2) . そのうち ， feca I pell et はコアの下

部に多いという特徴がある .

本コアに含まれるテフラのうち ，最上部から 90 cm

の層準に見られるものは， アカホヤ (Ah ) 火山灰で

あるへまた ， 14C 年代値が別の 4 層準で測定されて

おり ， アカホヤ火山灰の年代値 (6 ， 300 年前)と合わ

せて ， コアの各層準の年代を詳細に求めることがで

きる . 図 2 には， これら 5 つの年代値に基づいて算

- 群馬大学教育学部新井房夫教授の同定による

出されたそれぞれの聞の堆積速度が示されている .

その結果を見ると ， コアの下部 ( 130 cm 以下)は上部

よりも ， 堆積速度が最低で 2. 1 倍， 最高で 5. 1 倍も

速い. そして ， その堆積速度を速くしている粒子は

74 μ 以下の細粒堆積物である(図 2) . 

一定容量サンプ リ ング

採泥されたコアは， 船上で直ちに縦割りにされ，

その 1/4 について ， 図 3 に示すような方法で，一定

容量の堆積物を採取した . 先端を切り落した内径 2
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それ程大きな誤りにならない. 例えば， 表 l に示す

ように ， サンプル 4 ~ 6 cmの湿潤重量は 6.5 g ， 乾

燥重量は 2.8 g ， したがって， 海水の容量は 3.7 ml 

となる . その結果， 含水率の容量ノマ一セントは 3 . 7/

5.0X 100 = 74 %である . そして ， ~支りの 1. 3 ml (5 . 0 -

3.7) が堆積物の容量となる . また ， 堆積物の乾燥重
量をその容iLi;で割れば， 乾燥した堆積物の比重を求
めることができるが， 今回の一定容量サンプリング
では， 採取誤差や秤量誤差を考慮すると充分に正確
とはいえない. しかし， それでも ， それらの値は平

均 2. 6 :t0 . 4 (g/ cm')である .

5 m lの一定容量サ ンプlレは ， 注射器の内径が 2 cm 

であるため， 長さ 1. 59 cmの円筒形になる . そして ，

その形は近似的に高さ 2 cm ， 一辺 1. 58 cmの直方体と
みなすことができる(図 3 ) . 例えば， 4 ~ 6 cmのサ

ンプルについて ， 高さ 2 cmの直方体に直して考えて

みると ， 含水率 74% ということは， 海水と土佐積物を

完全に分離した場合， 上部 1 4. 8 酬の部分に海水が下
部 5.2 mmの部分に堆積物が占めていたことになる

(図 5 参照) . 一定容量サンプリングが 10 cm間隔に行

15 xl03y.BP. 
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図 2 ピストン・コア KH-79-3 ， C-6 の特徴 ; 含水率， 74μ以上の粗粒jlt積物の含有率，
それらの主要な桃成物と 1佳H'!;主 J主を示す

Fig. 2 Characteristics of core KH・79 - 3. C-6; water content. coarse fraction, 

their main constituents and sedimentation rate 
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cm のプラスチック製の注射器を泥の中に回転させな

がらゆっくりと差込み， 泥が 5 ml まで入った時， そ
の先端に沿ってナイフで泥を切り落した . このよう

に ， 肉厚が薄くかっ抵抗の少ないプラスチック製の

注射線を用いると ， 泥を圧縮したり変形したりする

こ となし一定容量の堆積物を取り出すことができ

る . 本コアの場合， 最上部の未凝固の部分を除くと ，
泥は円筒形を保ち ， 採泥精度も一目盛 (0 .5 ml) のお

よそ半分以下(:t 5 %程度)と思われる .
一定容量のサンプリングは，コアの最上部より 4

~6cm ， 14~ 16cm ・と 1 0 cm間隔に行われた . 各サン
プルは採取後直ちに秤量し， その後 110'Cで乾燥し
てから再び秤量して ， 含水率の容量パーセントを求

めた(図 2) • 

含水率の容量ノぐ一セ ン トと堆積物の厚さ
一定容量サンプ/レについて ， 堆積物の湿潤重量と

乾燥重量との差は含まれていた海水の重量である .
通常の海水の密度は I に極めて近い ( 1 . 02~ 1 . 0 3 で

ある)ため ， その重量をそのまま容量とみなし.ても ，
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図 3 一定容量サンプリングの方法 5 me の円筒形サンプ

ルは底面積 2.5cm'，高さ 2 cmの直方体と近似的に等し

いとみなされる

Fig. 3 Method of constant volume sampling. 
5ml cylindrical sample is regarded to be approxト
mately equivalent to the rectangular prism with 

a base of 2.5cm' and a height of 2cm 

われたので， 4~ 6 cmのサンプルが o ~10 cmの唯積

物を代表していると仮定すると ， 0 ~10 cm の聞に

5. 2X 5 =26 mmの厚さの堆積物が存在したことにな

る . 同様にして ， 10 cmごとに海水を除いた堆積物だ

けの厚さを求めると ， 全長 396 cmの本コアは 133 . 2

cmの堆積物からなることがわかる(図 4) • 

炭酸塩お よ び非炭酸塩の供給速度

堆積物中の炭酸塩含有量は，堆積物を真空中で酸

と反応させて発生したガス圧を測定して求めた. あ

らかじめ ， 試薬の炭酸カルシウム ( CaC03 ) を一定

重量づっ希塩酸 (0.1 N) と反応させ， 発生したガス

圧を測定して標準直線を作成しておき ， その標準直

線に基づいて地積物(約 200 mg) 中の炭酸塩含有量

を求めた(表 1 ) . 堆積物中の炭酸塩はそのほとんど

全てが有孔虫やコッコリスの殻からなる炭酸カルシ

ウム(方解石)で，正確には炭酸カ Jレシウムの含有量

を求めたことになる . 方解石の比重 (2. 7) が堆積物全

体の平均的な比重 (2. 6) に近く ， かう， 炭酸塩含有量

が全体に小さしパ 10%以下)ために ， 求められた炭酸

塩の重量%をそのまま容量%とみなしでも差し支え

FOSSILS 34 (1983) 

ない. そこで， 堆積物について炭酸塩含有量と非炭
酸塩含有量からそれぞれの厚さを求めることができ

る . 図 4 の中央には， 海水を除いた時の炭酸塩およ

び非炭酸塩の堆積速度が示されている .

本コアの場合，非炭酸塩のほとんど全ては珪酸塩
で， そのうち放散虫や珪藻などの非品質で化学的に
溶け易い生物源の珪酸塩は， 粘土， シ lレト ， テフラ

などの結品質で化学的に溶けにくい陸源の珪酸塩と

比べて量的に極めて少ない. 現在のところ，珪酸境

の溶解量を見積もる適当な方法がないため，珪酸塩

の供給量を正確に求めることはできない. しかし ，

本コアのように陸源の珪酸塩が非炭酸塩の大部分を
占める場合には，非炭酸塩の堆積速度はそのまま海

底への供給速度に近いものと考えられる . したがっ

て ， 本稿では， 非炭酸塩の堆積速度はその供給速度
に等しいものとして取扱うことにする . しかし ， 炭

酸塩の場合には，その主要な構成物である有孔虫や

コッコリスの殻が溶け易いため ， そのまま供給速度

とみなす訳にはいかない. 炭酸塩の供給速度を求め

るには，海底堆積物について炭酸塩溶解量を見積も

る必要があるが， それには， 大場 ・ Ku ( 1 977) の方法

が有効である . 本コアでは， 彼らの方法のうち ， 浮

遊性有孔虫 Globomlalia menardii の完全個体の頻

度曲線に基づいて ， 前述の 5 層準ごとの炭酸域溶解

量を推定した(表 1 ) . そして ， その炭酸塩溶解量と

含有量から ， 溶解を受ける前の炭酸塩の供給速度を

算出 した(図 4 の右傾1)) . その結果， 炭酸塩と非炭酸

境の供給速度は， コアの上部 130 cm までとそれより

下部では著しく奥なり ， 下部は上部よりも ， 炭酸境

で最低 2. 1 倍最高 4 . 4 倍，非炭酸塩で最低 2.6 倍最

高 4.9 倍も速い. このように， コアの下部で炭酸塩

および非炭酸塩とも供給速度が著しく増加している

現象は， 時代的にみると ， 1 3 ， 500 年前か ら 9 .700 年

前までの最終氷期の末期から完新世の初期にかけて

の過渡期である .

Globorotalia rnenardii の供給量

浮遊性有孔虫の Globorotalia menardiiは ， 元来低

緯度の海域に生息し， 日本付近では暖流域に多く ，

黒海lの範囲を指示するのに有効な指標穣のーっと考

えられている . したがって ， 本コア中の G. menm'dii 

の産出頻度から ， 本種の単位時間， 単位面積当りの

供給量を求めれば， それは一つには黒潮の影響の強

さを反映することになる .

一定容量サンプル (5 ml) 中に含まれる G. mena. 

rdii の個体数が少ないため， 本種の供給量を正確に

推定するためには， 多数の個体を調査する必要が

あった . そこで，一定答量サンプルと同一層準から

多量の堆積物を採取し， その中に含まれる G. mena. 
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'go Sedimcntat lon Scdimcnlnllon Supply rntc 

)'cnrs rate of before 
.゚P wntcr free ca rbo白血 to

(cm/lO\' > sedlments dlssolutlon 

図 4 ピストン ・コ ア KH .79. 3， (.6 の通 ';Î~.の 1佳m

速度，海水を除いた I断11(j車!支，炭自主j昆i~t解前の

物'['(の1M合速度
Fig. 4 Bulk sedimentation rate , water free 

sedimentation rate and supply rate before 

carbonate dissolution in core KH・79.3， (.6 

Core 5m1 samp1e 
depth 
cm wet(g) dry(g) 

4-6 6.5 2.8 
14-16 7.2 3.4 

2.5 cm2 

37 

1. 9・ ・

rdii の個体数を数えた. その場合， 殻の大きさが 250
μ 以上の G. menardii の個体数(破片でも最初の
chamber を持つものを 1 個体と数える)を数え，堆
積物の湿潤重量を 5mlのそれと比較 して 5 凶中に含

まれる G. menardii の個体数の割合を算出した(表

1 ). G. menardii の穀は， 5mlのサンプル中 とはい

え ， 実際には海水を除いた堆積物中に含まれている
(図 5 ) . したがって ， その堆積物の厚さを海水を除

いた堆積速度で割れば，単位面積(ここでは 2.5 cm'の

海底)当り ， 単位時間(ここでは 100 年を採用)当りに
堆積した ι menardii の個体数を求めることがで
きる(図 5 および表 1 ) . 

G. menardii の穀は丈夫で，他の種よりも溶解に

対して強く ， 炭酸墳が 90%溶解し ， 最初にあった G.

menardii の殻が全て破片になったとしても ， 全個体

残っている(大場 . Ku , 1977 ) . 本コアの場合， 炭酸

塩溶解量が 70~84%(表 1 )なので， G. menm'dii 

の殻は全部残っていると考えられてる . したがって ，

炭酸塩溶解前の G. menardii の供給量は， 実際に堆

積した個体数と等しい.

G. menm'dii の供給量は，図 6 に示すように， 更

新世と完新世との問で明瞭に異なっている . 更新世

の頃は完新世の頃より 明 らかに少ない. 特に，更新

世でも 12 ， 000 年前以前は G. menanlii の供給量が

平均 2 .6 個/2.5 cm' ・ 100 年と極端に少なしこのこ

とは， 当時， 黒潮の影響が房総半島沖まで顕著には

6.2 

4.0 

Vo1ume(m1) 
Number of 
G1oborota1ia 
menardii> 250}' 

8.3 
11. 9 

water sediment 

3.7 1.3 
3.8 1.2 
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図 5 Globo1"OIal�a menardiiの生産量の批定方法
Fig. 5 Method to estimate productivity of Globorotalia menωdii 
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Age 

xl03 

years 
B.P. 

5 

Number of Globorota剖li氾a 

me制n悶附a町r吋剛d

cm2 X 100 years 

20 40 60 

図 6 ピストン ・ コア KH・79.3 ， C.6 に観察される Clo・
bo/'otalia n昭nardiiの生Illiiil

Fig. 6 Productivity of Clobo1'Olalia. menardii oserved 
in core KH.79.3, C.6 

及んでいなかったことを示唆する . その後， 世界的

に気候が回復するにつれて， 房総半島沖では c
rnenardii の供給量にも明瞭な増加が見られ，黒潮の

影響が次第に強くなってきたことがわかる . その黒
潮の影響は， 当然， 古水温の変化にも現われてくる .

房総半島沖の本コアについて， 180/ 160 法で調べた
古水温の変化曲線は， 約 11 ， 000 年前から 10 ， 000 年
前にかけて急激に上昇 し ， 1 0 ， 000 年前には一つの温
暖なピー クに達する (大場ら ， 1983) . そして ， 丁度

その時代に ， C. menardii の供給量も最大のピー ク
を示している(図 6 ) . このことは， 当時， 房総半島

沖に黒潮が流れていたことを袈付けるばかりでな
く ， C. menardii そのものの生産量も高かったこと

を示している .

FOSSILS 34 (1983) 

考察

約 4 m の本コアは， 最上部から 130 cmの層準を境
として ， 堆積速度が著しく異なっている . 130 cm より

下位の層準は， 上部と比較 して，通常の堆積速度，
海水を除いた堆積速度， 炭酸塩 ・ 非炭酸境の供給速
度のいずれについても約 2 倍から 5 倍も速し) (図 4 ) . 

しかも ， その地積速度を速くしている粒子は 74 μ 以

下の細粒堆積物で， そのうちの約 90%は非炭酸塩で

ある . このように， コアの上部と下部で堆積速度が
著しく異なっている原因は， 次の 3 つの可能性が考

えられる .

1 .コアの上部の准積時に， 細粒准積物が底陪流に

よって洗い流されてしまった.

2 コアの下部の犠積時に ， 細粒堆積物が浅海から

流れ込んで来た .
3. コアの下部の堆積時に ， 流れ込みに因らない細

粒堆積物の供給が著しかった.

第一の可能性は， 底層流が強くなり ， 組i粒堆積物

の約 2/3 から 4/5 が流出してしまったことになるが，

もし ， そのようなことが起これば， 有孔虫， 放散E炉、 ，

珪渓， コッコリス等の各微化石の群集組成に分級を

受けた形跡が残る筈である . しかし ， そのような形

跡は全く認められな~) (東京大学理学部鎮西清高助

教授を中心とする研究クソレープからの私信) . また ，

底層流が強くなれば， 炭酸カルシウムの浴解も顕著

になることが予想されるが， コアの上下で溶解の程

度もほとんど変わらない. これらの事実から ， 第

の可能'性は非常に小さいと考えられる .

第二の可能性は， 微化石のうち ， 珪藻化石に淡水

種と絶滅種がコアの下部に多くなるという事実があ

り(大阪大学教養部小泉 格博士からの私信)，珪藻

化石を伴う細粒堆積物の浅海からの流れ込みが起

こっている . しかし ， 炭酸塩の殻を持つ有孔虫やコツ

コ リ スについては， そ の よ うな事実はなく ， 炭酸塩

の著しい増加を第二の可能性によって説明すること

はできない

第三の可能性は， コアの下部に 74 μ 以上の feca l

pell et が多いという事実があり(図 2) ， それらの大

部分が機械的に破壊されることによって 74 μ 以下

の細粒堆積物が多くなったと考えられる . この第三

の可能性について，さらに考察を加えると以下のよ

うなことが考えられる .

房総半島沖の本コアと同様に ， 最終氷期の末期か

ら完新世の初期にかけて ， 炭酸塩と非炭酸塩の供給

量が著しく増加した現象は， 遠く離れた中部赤道イ

ンド洋においても観察される(大場， 1977: Ku and 

Oba , 1 978) . また ， 大西洋やカリプ海から採取され

て ， 詳細に研究された 5 本のピストン ・ コアについ

ても ， やはり ， 同様な時代に堆積速度がその前後の
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時代より約 1. 3~2. 0 倍も速い (Broecker ， 1971 ) ー
さらに ， グリ ー ンランドや南径の氷のコアに，風に

よって運ばれてきた微粒子の淡集が最終氷期の終り

頃に認められる (Hamilton and Seliga , 1972 ; 

Fisher , 1979 Thompson and Thompson, 1981 

Petit, et a I. , 1981). 特に，氷のコアに見られる微

粒子の記li集は， 当時， 大気の循環が激しかったこと
を意味しており ， 房総半島沖の海底にも中国大陸か
ら飛ばされてきた黄砂の長が多くなったと予想され

る . 一方， 大気の循環が激しくなるにつれて， 海洋

の循環も強くなり ， 黒潮の流れは速くなったに違い
ない. その結果，房総半島沖では， 現在のペルー沖

で見られるように ， 湧昇流が盛んとなり ， 海洋の深

層から栄養域類が表層にもたらされ， 植物プランク

トンが繁茂し ， それらを餌とする動物プランクトン

も繁殖して，炭酸塩や珪酸塩の穀を持つプランク卜

ンの生産量が高くなったと考えられる.こ のことは，
黒潮lの彩粋が房総半島沖まで顕著に現われ始めた約

10 .000 年前に C. menardii の生産量が著しく増加

したことによっても示される . 当時は， おそらく ，

copepod のような動物プランクト ン， あるいは底生

動物も繁殖し，多量の糞(feca l pellet) を排池した
と考えられる . しかも，それらの糞が化学的に分解
されにくく (Honjo and Roman , 1978) ， 地積後に

機械的に壊れて ， この時代の堆積速度を速くしたの
であろう .

以上の考察から ， 本コアの下部で堆柏速度が上部

より約 2 倍から 5倍も速くなった主要な原因は， 第三

の可能性が最も強いと考えられる . すなわち ， 最終

氷期の終り頃から完新世にかけて ， 風による海洋へ

の陵源物質の供給が増加したことと ， 海洋表層付近

での生物生産量が増大し， 化学的に分解されに くい

fecal pe ll et の堆積が著しかったためと結論される .

このように ， 海底コアの一定容量サンプリン グは ，

これまでほとんど議論がなされなかった ， 海底への

物質の供給速度や過去の生物生産量について定量的
な把握を可能にし ， 海洋古環境の研究をさらに一歩

前進させることになろう .
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表 l ピスト ン ・ コア KH・79 -3， C-6 の基礎的デー タ
Table 1 Fundamental data on core KH-79-3 , C-6 

* 本 * * * * * * * * 
l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

4-6 6.5 2.8 74 23.7 6.0 8.3 8.5 
14-16 7.2 3.4 76 27.9 6.5 

84 5.3 
11. 9 13.0 

24-26 8.1 4.9 64 51. 2 3.9 9.7 7.1 
34-36 7.3 3.7 72 42.8 6.3 35.4 33.4 
44-46 7.5 4.1 68 26.4 7.8 39.5 24.4 
54-56 7.7 4.2 70 29.5 8.4 

82 4.0 
54.0 35.5 

64-66 7.5 4.3 64 22.1 8.6 41.4 22.8 
74-76 8.0 4.6 68 23.3 9.4 36.3 22.4 
84-86 8.0 4.7 66 26.5 7.1 21. 5 12.5 
94-96 7.6 4.1 70 19.1 7.7 15.7 9.3 

104-106 7.6 4.2 68 25.6 8.3 
80 3.5 

23.0 12.7 
114-116 7.6 4.0 72 lfL5 7.5 18.4 11. 6 
124-126 7.6 4.1 70 25.1 7.4 22.5 13.2 
134-136 7.6 4.1 70 10.8 7.5 11.4 32.6 
144-146 7.7 4.1 72 15.5 7.1 16.4 49.7 
154-156 7.1 3.5 72 10.0 8.7 20.8 63.2 
164-166 7.3 3.8 70 8.8 8.0 78 17.0 8.6 24.7 
174-176 7.5 3.8 74 10.3 8.3 7.2 23.2 
184-186 7.5 3.9 72 11. 6 8.4 9.0 27.2 
194-196 7.4 3.8 72 11. 0 7.4 3.3 8.2 
204-206 7.8 4.6 64 22.3 5.3 6.8 13.4 
214-216 7.9 4.8 62 10.4 5.9 6.2 11. 6 
224-226 7.8 4.7 62 13.1 5.5 4.6 8.6 
234-236 7.1 3.8 66 11. 2 7.4 7.4 15.3 
244-246 7.5 4.1 68 8.8 7.2 78 14.1 0.6 1.4 
254-256 7.8 4.9 56 10.1 4.2 2.4 3.8 
264-266 7.2 3.9 66 7.5 7.1 2.8 5.9 
274-276 7.5 4.5 60 8.7 5.3 3.1 5.4 
284-286 7.6 4.3 66 14.9 5.9 2.1 4.5 
294-296 7.2 4.0 64 9.7 6.9 3.0 6.0 
304-306 7.3 4.0 66 8.5 7.9 0.3 0.7 
314-316 7.2 3.9 66 7.1 7.9 0.4 0.8 
324-326 7.2 3.9 66 4.3 6.7 0.5 1.1 
334-336 7.4 4.3 62 10.1 6.6 70 14.1 1.0 1.8 
344-346 7.5 4.3 64 7.4 7.5 Assurne 0.6 1.1 
354-356 7.5 4.3 64 10.5 7.9 2.1 4.2 
364-366 7.4 4.3 62 10.0 6.9 0.3 0.6 
374-376 7.5 4.5 60 16.5 5.6 0.3 0.5 
384-386 7.5 4.5 60 15.7 3.6 0.0 0.0 
394-396 7.5 4.5 60 13.6 5.9 2.2 3.8 

*1. Depth in core (cm). 
2. Wet weight of sediment (g). 
3. Dry weight of sediment (g). 
4. Water content (%). 
5. Coarse fraction > 74μ( % ) . 
6. Ca1cium carbonate content (%). 
7. Ca1cium carbonate disso1ved (%). 
8. Water free sedimentation rate (cm/1 , OOO years). 
9. Number of G1oborota1ia menardii in 5 m1 samp1e. 

10. Productivity of G1oborota1 工a menardli(number/2.5cm2.100 years) ・
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浮遊性有孔虫による北海道の古第三系の地質年代

一堆積間際と海水準変動との関係ー

海 イ呆 手日 夫 1)

Geologic ages of the Paleogene of Hokkaido , Japan 
based upon planktonic foraminifera 

-The relationship between the hiatuses and sea-Ievel movements-

Kunio Kaihol
) 

Abstract Fifte巴n species and subspecies of planktonic foraminifera , many of which were not previ 

ously reported from the Paleogene of Hokkaido , are identified from Eocene and Oligocene formations 

in the Ishik ari , Kushiro and Tempoku regions of Hokkaido , japan. Planktonic foraminifera from the 

middle part of the Poronai Formation in the Ishikari region establish a Late Eocene age. The upper 

part of the Poronai Formation in the Ishikari region and the lower part of the Utsunai Forrnation in 

the Tempoku region are considered to lie within an Upper Eoc巴ne to Lower Oligocene interval based 

on planktonic foraminifera. In the Kushiro region , Subbolina 11'0日losa (Subbotina) from the top of 

the Kawaruppu Formation and K.Ar age obtained from a coarse tuff in the middle Kawaruppu 

Formation indicate an Early Eocene to early.Middle Eocene age for the upper part of the formation 

The joint occurrence in the Kamicharo Formation of Globorolalia opima opima Bolli and such species 

as Globigerina α戸eroensis Bolli and Globigennila juve司ilis (Bolli) enables assignment of the fauna to th巴

middle Oligocene G. opima opima zone of Bolli (1957) 

Combining these age assignments and other age data , two hiatuses spanning a considerable time 

period are recognized. In the Kushiro region , most of the Middle Eocene is absent and Upper 

Oligocene to Lower Miocene sequences are not represented in most of Hokkaido. The beginnings of 

these two hiatuses are closely coincidental with the two major global sea level falls which are 

recogmz巴d in Eocene and Oligocene intervals on the basis of rec巴nt l y established sea.level fluctuations 

along the passive margin of the world. Subsidence along the eastern margin of the Eurasian plate 

which resulted from an abrupt change in the direction of the movement of the Pacific plate is inferred 

to be one factor responsible for the creation of the “ Pa leo・Poronai Sea" (newly proposed name) 

しはじめに

北海道の古第三紀浮遊性有孔虫については，従来，

ご く 少数の穫が報告されているのみであり (Ujiié

and Watanabe, 1960 ;米谷他， 1977) ， 北海道の海

成古第三系の年代推定は，長い間， 底生有孔虫化石

及び軟体動物化石等の底生動物化石に依存してきた

(Asano, 1952, 1961; 浅野， 1954 , 1962a, b; Take. 

da , 1953 ; Kobayashi 1957 ; Ujii邑 and Watanabe , 

1960 ; Kanno , 1971). 筆者は ， 15 種の浮遊性有孔

虫化石を，北海道の石狩 . ~J II路 ・ 天北の 3 地域の始

新統及び漸新統から検出し，それ ら と K-Ar 年代

に基づき，新たに年代決定を行なう . さ ら に ， この

1) 山形大学理学部地球科学教室

年代か ら明らかになった堆積間隙の年代と ， Vail et 

al. (1 977) が非活動的大陸縁辺域 (passive margin) 

を対象に明らかにした世界的規模の海水準変動との

対比を試みるなど， 北海道の古第三系の堆積相と堆

積間隙を形成した主な要因について考察する .

釧路地域の川流布層と上茶路層の有孔虫の記載は，

別の機会に行う予定であり，その他の古第三紀有孔

虫の化石層序と記載の詳細は， Kaiho (1984 in press) 

に記した . なお， 本論でb述べる内容の一部について

は， 既に，海保(198 1 ， 1 983) ，松本他(1981) で論じ

た .

II. 試料及び処理法

石狩 ・ 留萌 ・ 天北 ・ 銀11路の各古第三系分布域から
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採取した約 650 の地表及び試錐試料から有孔虫を検
出した. このうち，浮遊性有孔虫を検出できた試料

は ， 石狩地域の幌内層(模式地を含む 8 section) ， 天

北地域の宇津内層(模式地)及び釧路地域の川流布層，

縫別層，上茶路層からの計 27 試料である.釧路地域

における浮遊性有孔虫産出試料の採取位置と採取層

準を図 1 と図 2 に示す. その他の試料については

Kaiho (1984 in press) に言己した.

試料処理には，川流布層及び上茶路層の試料につ

いては， 無水硫酸ナトリウム法， ナフサ法(以上， 米

谷 ・井上， 1 973) 及び、ボロン法" (NaTPB maceraｭ

tion method (Hanken, 1979)) を併用し ， その他の試

料については前 2 者の方法を用いた . 浮遊性有孔虫

を検出した大部分の試料については， 大量処理

(400~ 1,000 g) を行った .

1II.浮遊性有孔虫とその年代

石狩 . ~II路 ・ 天北の 3 地域から検出した浮遊性有

孔虫とその時代について述べる . 従来の時代論のう

ち ， Kaiho (1984 in press) で述べた内容については

省略する . 浮遊性有孔虫と Iく - Ar 年代より導いた

地質年代と， Kaiho (1984 in press) の底生有孔虫化

石帯による道内各地域間の対比の聞には矛盾はない

ので， 前者を基本に ， 後者を考慮、して ， 対比表を作

成し 守 図 3 に示した.

1. 石狩地域

石狩地域の古第三系は，下位より ， 石狩層群(登川

層 ・ 幌加別層 ・ 夕張層 ・ 若鍋層 ・ 美唄層 ・ 赤平層 ・

幾春別層 ・ 平岸層 ・ 芦別層)及び幌内層 ・ 紅葉山層に

区分される(海保， 1979MS; Kaiho , 1984 in press). 

これら のうち ， 幌内層か ら ， 比較的保存の良い浮遊

性有孔虫を検出した.

1) 幌内層

幌内層下部'より ， CLoborotaLoides suleri Bolli , 
Subbotina cf. Linaperla (Fin l ay)，幌内層中部事より ，

C. sulen, CLoborotaLia insoLila Jenk ins, Subbotina 

cf.oregoηensis Mckeel and Lipps， 帆内層上部なり ，

ChiLoguembeLina cubeηsis (Pa l mer)，丘 cf. oregoη

e附is， C. sulen を検出し，海保 (1981) ， Kaiho (1984 

in press) に報告した. これによると ， 幌内層下部

は，中部~上部始新統の範囲内に含まれ， 幌内層中

部は上部始新統， 幌内層上部は上部始新統~下部漸

新統の範囲内(境界付近) に相当する . また ， 岡田

( 198 1 ) は ， 石灰質ナンノプランクトンにより ， 幌内

層上部を始新統最上部 (CP1 5b) に ， 幌内層中 ・ 下部

を上部始新統以下 (CP15a 以前)としている .

- 定義は Kaiho (1 984 , in press) を参照
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2) 紅葉山層

紅葉山層は， 底生有孔虫化石帯 (Kaiho ， 1984 in 

press) に基づくと ， 割11路地域の茶路層上部から縫別

層に対比される . 縫別層は， 後述の時代論より下部

漸新統に相当することか ら ， 紅葉山居は下部漸新統

と考えられる .

2. ~II路地域(音別川中 ・ 上流域)

釧路炭旬西縁の音別川中 ・ 上流域に分布する古第

三系は， 下位より ，川流布層， 浦l院層ïj~， (留真層 . 1í.{Ê

別層 ・ 舌辛層 ・ 尺別層) ， 音別層群(大曲層 ・ 茶路層 ・

縫別層)及び上茶路層に区分される(海保， 1977MS, 

Kaiho, 1984 in pr巴ss).

1) 川流布層

川流布層の地質年代は， 従来釧路市以東に分布す

る根室層群の岩質ないし底生有孔虫化石との比較か

ら ， 上部白!!E系へトナイ統とされた . その後，吉田

( 1973) は，本別地域の "}I I 流布層。(実際は活平層

最上部)より ， Subbolina IriLocuLinoides (Plummer), 

CLoboconusa daubjergensis Bronnimann) を報告し ，

その時代を初期暁新世とした .

筆者は， 音別川支流のサ 卜 ンベツ } II とイツカ ンべ

ツ沢の川流布層最上部(図 1 ， 2) より ， 川流布層の

特徴種である SiLicosigmoiLina ルlabaensお Asano

等の底生有孔虫群と共に ， Subbo lina ノトonlosa (Subｭ

botina) を検出した . この S. fronlosa は，中期始新

世の初期 ( P. 10, P . 11) にわたる生存期間(図 3 ) を有

する.また ， 音別川支流のサト ンべツ JI I の川流布層

中部に挟在する組粒凝灰岩(図 1 ， 2) の K-Ar 年

代は， 54Ma (初期始新世)を示す(柴田 賢口述) . 以

上の事実に基づくと，川流布層上部は， 下部始新統

の上部か ら中部始新統の下部に相当する(図 3) . 

2) 舌辛層

浦幌層群唯一の海成層である舌辛層は， その中部

堆積期に海進のピークを示すが， 浮遊性有孔虫、は検

出されず， 舌辛層中部の砂質シ/レト岩中から，浅海

性の底生有孔虫を産するのみである . その底生有孔

虫群集中の BrizaLina sailoi Kaiho (Kaiho , 1984 in 

press) の産出に基づくと ， 舌辛層は， 最下部を除く幌

内層に対比される . また ， 後述するように ， 茶路層

下部が幌内層上部に対比されることを考慮すると ，

舌辛層は，幌内層中部ないし下部に対比され， 上部

始新統に相当すると考えられる .

3) 茶路層

底生有孔虫化石待 (Kaiho ， 1984 in press) による

と ， 茶路層下部は幌内層上部に， 茶路層上部は紅葉

山層下部に対比される(この事実は，厚内地域の乙別

川においても実証された) . したがって ， 茶路層は，

上部始新統と下部漸新統の境界付近に位置する .

4) 縫別層
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o lkm 

図 l 上茶路地域のJ也1'(図と試料Hil収位置

Fig. 1 Geologic map of the Kamicharo area showing the sample locations. 

柴田 ・ 棚井 (1 982) によると， 縫別層中部の K- Ar

年代 32.6 :t l. 7 Ma は， 初期漸新世を示す. 縫別層中

部 (STN 22, 23) (図 l ・ 2 )か ら検出し た Cataþsy

drax cf. dissimilis (Cushman and Bermúdez), 

Cata�sydrax cf. unicavus Bolli , Loeblich and Tapｭ

pan は ， この地質年代に矛盾しない.

5) 上茶路層

従来， よ茶路層は， 軟体動物化石により中部中新

統とされていた(佐藤他， 1961). 

今回の研究により ， 音別川支流のサト ンベツ川の

上茶路層上部(図 1 ・ 2 )か ら ， 表 l に示す 7 種の浮

遊性有孔虫を検出した. これらのうち ， 生存期聞が

比較的短 く ， 年代決定に有効な種のレンヂを図 5 に

示した . Globorotalia o�ima o�ima Bolli は ， Bolli 

(1957) , Stainforth et al. (1 975) の Glob01-ota lia

o��a 0，ρ ima zone に相当する生存期間を有する . こ

れは ， l゚ow ( 1 969) の P.21 にほぼ相当する . また ，

Globigerinita juvenilis (Bol li ) は ， Blow (1979) によ

ると ， P. 21~P . 23 の生存期間を有し ， Globigerina 

cψeroensis Bolli をはじめとするその他の穫は，

Globige1-ina woodi Jenkins を除き， P.21 より上下

により長い生存期間を持つ. したがって，上茶路層

の少なくとも上部は ， G. o�ima o�ima zone ないし

P.21 に対比される .
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3 . 天北地域

天北地域の古第三系は，浜頓別町字津内川に分布

する宇津内層と稚内周辺に分布する曲淵層がある .
1) 字津内層

模式地の宇津内層下部からは ， Globorotalia liverｭ

ovslcae (Bykova), Chiloguembelina cubensis (Palｭ

m er), Globorotaloides cf. wilsoni (Cole) 等の比較的

保存良好な浮遊性有孔虫が多数検出され， 松本他

( 1981 ) と Kaiho (1984 , in press) に報告した. これに

よると ， 宇津内層下部は上部始新統から下部漸新統

の範囲内に含まれる .

2) 曲淵層

模式地及びその周辺の曲淵層は， 底生有孔虫化石

帯 (Kaiho ， 1984 in press) に基づくと，紅葉山層及び

縫別層に対比され，下部漸新統に相当すると思われ
る .
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IV. 北海道の古第三系の堆積相と 堆積間隙を形
成した主な要因

北海道の古第三系の地質年代が明 らかになったこ

とにより ， その堆積相と堆積間隙を形成した要因に

ついて考察することが可能となった. まず，北海道

の古第三系に認められる堆積間隙に注目してみる .

WJ II路地域では，川流布層と浦幌層鮮の留真層との聞

は傾斜不整合の関係にあり ， そこに数 Ma から

lOMa 程度の堆積間隙が認められる . また ， 浦幌層群

と音別層群の間及び音別層群と上茶路層の聞の堆積
間隙は比較的短いと考えられる . さらに ， 上茶路層
は， 第四系におおわれてお り，その周辺に分布する
オコ ッペ沢層， 直別層及び厚内層鮮との関係は不明

である . しかし，丸山(198 1) ，小泉(1 982 ) によると ，

これらの地層は ， ほぽ中部中新統以上である . した

がって ， 上茶路層よ り 上位の上部漸新統か ら下部中
新統間の地層が釧路地域にはほとんど認められてい
ないことになる . 北海道中軸帯西翼においてもこの

傾向は同様であり ， その堆積間隙はたとえば石狩地
域では紅葉山居と滝の上層 (N . 8-N. 9(米谷 ・ 村田 ，

1977)) ， 天北地域では曲淵層 と宗谷層 (N8?(棚井，
1982) ) の間の不整合に認められる .

結局，北海道の古第三系中に認め られる比較的長
い堆積間隙は， 次の 2 つの期間である .

① 鎖11路地域では，川流布層と留真層の聞に中部始

新統の大部分を欠く . (石狩，留萌地域において
も ，中部始新統の一部を欠くが， 石狩層群及び
雨竜層群の時代が判明しないので， その堆積間
隙の下限は不明である . ) 

一部の例外を除き ， 全道的に上部漸新統から下
部中新統を欠 く .

次に ， Vail et al. (1977) が非活動的大陸縁辺域を
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図 2 岩相柱状図および K-Ar 年代 ililJ定用凝灰岩と
浮遊性有孔虫産出の層準

Fig. 2 Lithological successions showing the 
horizons of the tuff for K-Ar dating and 
planktonic foraminiferal occurrence 
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図 3 北海道の古第三系の対比 時間尺l支は Berggren et al. (1983 in 

press) による
Fig. 3 Correlation of Paleogene formations in Hokkaido. 

A basic reference for the time scale part of the chart is 

Berggren et al. (1983 in press) 
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表 1 上高q持層産浮遊性有孔虫リスト

Table 1 List of planktonic foraminifera from the Kamicharo Formation 

Species 

Globorotaria opima opima Bolli 

Globigerina ciperoensis Bolli 

Globigerina woodi woodi Jenkins 

PS-STN PS-
38 a24 41 

+ +? 

+ 

+ + + 

Globoquadrina pseudovenezuelana (Blow and Banner) I + + 

Globorotaloides suteri Bolli + + 
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対象にして明らかにした海水準変動によると，始新

世及び漸新世の期間に，大規模な海水準の低下が 2

回 ， 49Ma と 30Ma に起きている . この 2 回の海水準

の低下の時期は， 上述の 2 つの地獄間隙の始まりと

よく一致する (図 4) . しかも， 49Ma と 30Ma におい

て海水準がそれぞれ 150m と 350m 低下 している .

この海水準の低下量は，川流布居最上部と上茶路

居 ・ 紅葉山居 ・ 字津内層 ・ 曲淵居の最上部の底生有

孔虫群集から推定される深度の海底を干上がらせる

のに十分であると考えられる . したがって ， 上記の

2 回の不整合形成の第一義的要因は， 世界的規模で

起った静的な海水準の低下であると推定される .

t佐積相に注目すると ， 古第三紀の北海道において ，

外部浅海帯ないし半深海帯の深度を有する海 (1くa卜

ho , 1984 in press) が広がる年代は，後期始新世から

前期漸新世に集中している . しかし ， この期間は，

それ以前の中期始新世と比較して，特別に海水準が

高い時期ではなく ， むしろ ， この期間の前半は， 中

期始新出と比較して ， 海水準のやや低い時期に相当

する . したがヮて， このような時期の海の形成要因

としては ， テクトニックな要因を考えねばならない.

ここで，北海道中軸帯西翼で幌内層， 紅葉山層及び

それらの相当!習を堆積した海を勺~I院内海"と呼ぶ

ことにする(古l院内海は， 石狩層鮮の海成屈が地積し

た海を含まない点で， 浅野 (1 954 ) の込古石狩海H と

異なるにこの古幌内海が形成され始めた時期に， 太

平洋プレイトの運動方向が北北西から西北西へ変化

したという事件が起きている(約 40Ma) . この事件

は ， それまで横ずれの関係にあ った太平洋プレイト

とユーラ シアプレイトが， 前者が後者に対し・沈み込

む関係となり ，太平洋プレイトがユーラシアプレイ

トの東縁を引きずり下げ， 堆右!i盆を形成したことを

意味すると考えられる . この沈降運動の彩特により ，

古幌内海は形成されたのではないか. この仮説は，

古幌内海が南から北へ広がり Eつ南ないし東側がよ

り深い (Kaiho ， 1984 in press) こ とと調和的である .

た ， 底生有孔虫、群集 (1くa iho . 1984 in press) は ， 古

I院内海がその発達当初から急激に半深海化したこと

を示唆しており，上記の仮説に矛盾しないように思

える .

以上， 海水準変動とプレイトの運動の変化に基づ

，活動的大陸縁辺域 (active margin) に位置する北

海道の古第三紀の大局的な地史の一面を説明できる

という仮説を述べた . 多少先走った議論もしたが，

この見解の精度を上げるためにも ， また ， より 小規

模の海水準変動との対応を試みる上でも ， より多く

の精度の高い編年の資料を集積することが必要とな

る .
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半沢正四郎先生を悼む

東北大''{:退'Î\ーの L頁の半以先生と裂作された

iì'-iÞ1'I' 1 ・ 11 孔虫の模型の 4音11

古生物学会名誉会員半沢正四郎先生は， 昭和 58 年

3 月 24 日午後 4 時 50 分， 仙台市遠見塚の自宅にお

いて心不全のため逝去された . 9 年前に脚部に障害
が起こり ， 以来床につかれる日が多くなった . とは

いえ ， 亡くなる数日前まではふだんと変らぬ元気な

様子であったため ， 周囲の者も全く予期しないお別

れであった . 享年 86 才. 葬儀は前年に先立たれたは

な夫人の時と同じく ， 仙台市の松音寺において ， 多
くの親族のかたがたをはじめ知人 ・ 門下生が参集し

てしめやかにとり行われた .

半沢先生は明治 29 年 9 月 1 日 ， 仙台市において開

業しておられた医師正朔氏とふさ夫人の聞に生まれ

た 14 人の同胞の 4 男として ， この世に生を享けた .

小学校か ら東北帝国大学理学部卒業(大正 10 年 3
月)に至る学業のすべてを仙台で修め， 引続いての

副手に始まる東北大学の教官生活を停年まで続けら

れ， 仙台を終駕の地とされた，まじり っけなしの仙

台人であ った .

東北大学においては， 先生は昭和 10 年に古生物学

講座の助教授となり ， 同 16 年矢部長克教授の退官に

伴ない教授となられた . しかし，同 19 年， 級友の長

尾巧教授の逝去によって， 東亜地質学講座担当に
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移られた.同講座は戦後になって地史学講座と名称

を変更したが， 先生は停年までこの講座を担当され

た. 東北大学在職中，学内では評議員をはじめとし

て種々の役職について功績があったが， 学外におい

ても学術振興会， 学術研究会議， 学術奨励審議会，

学術会議研究連絡委員会， 石油資源開発促進審議会，

石油及び可燃性天然ガス資源開発審議会などで各種

の委員をつとめ， 学界や教育行政さらに資源開発促

進の面で尽力された .

半沢先生の学門的業績をふり返ってみると ， 終生

の課題とされた大形有孔虫の研究における足跡が何

よりも大きい.研究生活の初期には， 矢部教授とと

もに日本及び南方諸地域の第三紀大形有孔虫の研究

において多数の論文を発表しておられる . また ， 小

笠原 ・ 琉球列島の地質についての研究で著名な業績

をあげ， とくに後者の研究は琉球列島の層位学の古

典となっている . 戦前における有孔虫の研究は， 琉

球 ・ 台湾 ・ 南洋諸島の第三系に及んで、いるが， 北大

東島のボーリ ングコアについての研究で， 更新統の

石灰岩の下に漸新統の存在することを明らかにした

ことが注目される . 今日の太平洋底の構造発達史論

のいと口をつけたものといえるであろう . また ， 本

邦のジュラ系 ・ 白亜系の有孔虫， 石炭系 ・ 二畳系の

フズリナ類についても成果があがっている . 戦後は ，

当時の社会的要請を背景に，地質学古生物学教室の

職員 ・ 学生をひきいて ， 主として東北地方 ・ 北海道

の地域地質調査にのり 出し， 油田地質学的貢献をさ

れた . 先生はまた ， 岩手県の総合開発計画の一環と

してなされた， 全県にまたがるもうら的地質調査を

主宰され， その成果は当時としては画期的な 10 万分

の l 地質図 8 葉にまとめられ， 岩手県庁から発行さ

れている . この事業が当時の地質学界に著しい刺戟

剤となったことが忘れられない.

半沢先生の 40 年にわたる東北大学在職時代の晩

期に教室員として指導していただいた者として ， い

ささか記しておきたいことがある . 先生の退官は昭

和 35 年であるが， その 2 年前にフルブライ ト 基金に

よる留学生試験に挑戦され， 一年間をアメリカで過

ごし ， これまでの有孔虫研究のまとめに専念された.

60 才を過ぎて試験を受けるという，なみなみならぬ

精神の若さと学問に対する情熱は， おそらく試験官

にとっても驚異であったろうが， 周囲にいる若者た

ちにとってはまさにショックであった. この期間の

成果は停年後になって次々と発表されたが， 白亜紀

と第三紀の三層有孔虫の研究がその基幹をなすもの

である .
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先生はかねてから ， 停年教授はいさぎよく教室を

去るべきであるという持論であった. その先生が停

年に際して ， 生涯の仕事のまとめのため， 当時片平

丁にあった教室の一隅をしばらく使わせてほしいと

遠庖、がちに申出 られた . そ し て ， 実際， 予定してお

られた研究の成果を 10篇の論文に集中的にまとめ

た後， 教室への出入りをやめられた. その姿が印象

に強く焼きついている . 最後の著書「大形有孔虫」

(朝倉書店)は， これら一連の英文の論文を書き上げ

られた後で生まれた，和文による集大成である .

しかし ， 正直な話， 人間 としてそう簡単に業を廃

すわけにはゆかない. 自宅にこもった半沢先生は，

当時勃興しつつあった浮遊性有孔虫の研究にかねて

から深い関心をいだいておられたので， 後進に対す

る応援を思いつかれた . その当時のいちばん優れた

浮遊性有孔虫のモノグラフ (A. R. Loeblich ら によ

る)を下敷に基本線画をまず書き ， それを土台に被l

粘土で模型を作って石膏で型どりをし， そして石管

模型を作るという仕事を始められた . 浮遊性有孔虫

では表面装飾や壁孔の配列が細かくて， 複雑である .

モノグラフをにらみながら ， ナイフや小さいねじ回

しを工具に使って， 丹念な彫刻をするという作業に

熱中された. おそらく若い時ノf リに留学され， 通っ

た博物館で見た d'Orbigny の有孔虫模型などが先

生の念頭にあったに違いない. 完成した模型の数が

ある程度たまると ， 先生からお呼び出しの電話がか

かつてくる . いただきに参上すると ， ご夫妻で待ち

うけておられ， しこたまご馳走して下さって ， 時折

の話に花を咲かせた後はこちらが好いきげんになり ，

模型を教室に抱きかかえて帰るというのが例であっ

た

先生は昭和 40 年の夏に軽度の脳出血のため一時

入院されたが， 経過良好で， 退院後もお好きな散歩

を欠かされなかった . しかし ， 昭和48年， 49年と入院

を重ねた頃の負傷から脚が不自由となり ， もはや外

出されることはなかった . 看護に専心しておられた

心やさしい夫人に先立たれ， はたから見ればむしろ

しゃっきりと気をとり直されたかのようであったが，

しかし受けた打撃からついに回復されなかったので

あろう ， 1 年を待たずに後を追われた. 今，半沢先

生は東京の生田にある春秋苑に夫人と共に眠ってお

られる .

古生物学会の創立以来， 学会の発展のためいろい

ろご尽力下さった先生の献身に対して心から感謝し

つつ ， ご冥福をお祈り申しあげる .

(高柳洋吉)
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図書案内 古生物図書ガイド( 2 ) 1) 

坂田俊文 ・ 奈須紀幸監修: 日本列島のナゾ. 宇宙か

ら海底から大地からさ ぐる . A 4 判 ， 160 p. , f正文

社， 1983, 3 ， 800 円 .

〔主要内容〕宇宙からさぐる日本列島のナゾ/海底

からさぐる日本列島のナゾ/大地からさぐる日本

列島のナゾ/過去 ・ 現在 ・ 未来.

〔寸言J 1983 年の 1 月に NHK テレビで， 新しい

地球観測衛星ランドサッ ト 4 号の画像が伝えられ，

8 月には 「日本列島 動く大地の物語」が 5 夜連

続で放送された . それらを骨子とする . 第 3 章中

で， 微化石やメガ化石の研究結果が活用されてい

る .

佐賀亦男: 科学博物館からの発想. ブルーパックス ，

講談社， 560 円 .

〔主要内容〕 ドイツの航空博物館/イギリスの航空

博物館/フ ランスの航空博物館/ イ タリアとスイ

スの航空博物館/アメリカの航空博物館/ ドイツ

の恐竜博物館/イギリス大英博物館(自然史)/ス

イス ・ チェコスロパキ ア ・ イタリアの自然史博物

館.

コ jレバー卜 (小畠部生 ・ 津田賢治訳) :さまよえる大

陸と動物たち.絶滅した恐竜たちの叙事詩. プ/レー

ノ f ツクス ， 254 p.，講談社， 1 980 年， 580 円 .

〔主要内容〕 古代大陸と四脚歩行動物/古代大陸の

変遷/古代世界の崩壊/諸大陵と巨大恐竜/恐竜

時代の終末/現代世界への序助/晴乳類と陸橋/

島大陸と孤立した動物たち/大氷河時代/人類の

発展.

スチール ・ ハ ーべイ共編(小畠郁生院訳) 吉生物百

科事典. B 5 判 ， 260 p .，朝倉書店， 1982 年， 9,500 
円.

〔寸 言〕原書は英国の第一線研究者 23 名の執筆で

ミッチェ Jレ ・ ビーズリ社より出版. 大項目主義 (360

項目 ) . 系統樹 ・ 復元固など 260 を含む.

り Some popular books on paleontology (2) 
剖 l kuwo Obata 国立科学博物館地学研究部

白
日ヨ 郁 生2)

全国科学博物館協議会編 :科学博物館への招待. B 
6 判， 195 p. ， 東海大学出版会， 1980 年， 1,000 
円.

〔主要内容〕 科学博物館の魅力(根本順吉) / ヒロ シ

の樽物館訪問(永原達 也) /全科協々会園の紹介/

話の引き 出し/日本のおもな科学博物館.

〔寸 言〕 県別に各館の紹介が見聞きで行われてい

て使用に便利.

竹内 均ほか :恐竜の時代. その出現から絶滅にい

たるなぞを探る .B6 変形判， 267 p. ， 講談社， 1982

年， 1 ， 1 00 円 .

〔主要内容〕恐竜の時代/世界の恐竜(その分布と

種類)/恐竜はとかんな生活をしていたか/恐竜は

なぜ絶滅したか/中国と日本にいた恐竜/恐竜な

んでも質問コーナ ー .

〔寸 言 J 1 98 1 年の朝日科学教室(東京)で開催さ

れた講演会の内容を骨子とし， 当会会員 3 名の執

筆が含まれる .

千地万造 ・ 山口 敏編 : 古生物から人類まで (自然

史博物館) . 日本の博物館 10. A 4 判， 174 p. ， 講

談社， 3 ， 300 円 .

栃木県立博物館 脊椎動物の進化をさぐる. B 5 判，

107 j).， 栃木県立博物館， 1983 年.

〔主要内容〕脊椎動物の進化をさ ぐる/栃木県の脊

椎動物化石/魚類の進化/両生類の進化/艇虫類

の進化/鳥類の進化/晴乳類の進化/葛生の古生

物.

ド ン ・ プロスウエルほか(百々佑利子 ・ 河内まき子

訳)・ 人類と文明の誕生. ビジュアル ・ ワ ールドラ

イブラ リ ー 2 . A 4 判 ， 160 p . ， 株式会社文理， 1980 

年， 4 ， 000 円 .

西田 誠 .陸上植物の起源と進化. 岩波新書， 205 

j)., 1977 年， 280 円.

〔主要内容〕原始陸上植物の成立/コケとシダ/原

始シダ綱/コケが先かシダが先か/シダ植物/テ
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ローム説と発生学/裸子植物は成立するか/種子

の成立/被子植物の起源.

西村三郎 :動物の起源論. 多細胞体制への道，中公

新書， 211 p. ， 中央公論社， 1983 年， 44 0 円 .

〔主要内容〕主題と背景/へッケルのガストレア

説/体腔形成の理論/せん毛虫説/いずれが正し

し 3か/起源論の現段階.

〔寸 言〕単細胞生物から多細胞生物への進化の過

程を発生学や機能形態学の立場から推理してみせ

る . 古生物屋にも示唆する所大.

二本木光利: わたくしとア ンモナイ卜 ，北海道巡検

の手引き ， 道内化石展示室紹介. B 5 判， 344 p. , 
芸術教室札幌学映(札幌市中央区南 8 条西 22 丁

目) ， 非売品， 1979 年.

〔主要内容〕カラ ー図鑑/私とアンモナイトとのか

かわりあい/私の夢私の希い/古生物/巨大限
虫類第一王国のあけぼの/交響曲エゾミカサリュ

ウ/アンモナイトを考える/北海道産出正常巻ア

ンモナイト図鑑/北海道産出異常巻アンモナイト

図鑑/ク リーニング/化石の国北海道/北海道に

おける古生物化石展示室案内/北海道巡検の手引

き .

浜田隆士編: 日本列島のおいたち. 東海科学選書，

B 6 判， 189 p， 東海大学出版会， 1980 年， 1. 200 

円.
〔主要内容〕謎解きへの手がかり /日本列島あけぼ

の時代/竜とアンモナイトの時代/第三紀の日本

列島/地殻変動をさ ぐる .

〔寸言〕本会会員約 20 名の分担執筆.

浜田隆士編: 続・日本列島のおいたち. 東海科学選

書， B 6 判 ， 238 p.，東海大学出版会， 1 981 年，

1 ， 200 円 .

〔主要内容〕第三紀から第四*己へ/ほろびさった動

物たち/古気候をさぐる/日本原人を求めて/古

人類の生活をさぐる .

バターソ ン (磯野直秀 ・ 磯野裕子訳) :現代の進化

論. A 5 判， 207p.， 岩波書店， 1982 年， 2 ,800 

円.
〔主要内容〕種とは何か/稜内変異/遺伝のしく
み/遺伝と変異/突然変異/自然淘汰の理論/淘

汰の実例/種の起源/ガラパゴス諸島における穫

の分化/種より 上のレベ Jレでの進化/証明と反

証/生命の起源と初期の進化/進化と人間/関係

者の横顔.

FOSSILS 34 (1983) 

〔寸 言〕著者は化石魚類を専門とする古生物学者.

パリー ・ コックスほか(藤谷英男訳) :古生物の世

界. ビジュアル ・ ワール ド・ ライブラ リ ー 1. A 

4 判， 172 p. ， 株式会社文理， 1980 年， 4 ， 000 円 .

藤山家徳 ・ 浜田隆士 ・ 山際延夫監修 :学生版日本古

生物図鑑.B6 判， 574 p. ， 北隆館， 1982 年， 2 ,500 

円.

〔主要内容〕動物及び植物の分類表/古生代/中生

代/新生代/化石の採集 ・ 処理 ・ 鑑定/薄片標本

の作り方/化石の学名について/日本の主要化石

産地表/和名索引/学名索引 .

〔吋ー 言〕収録種 2.600 を越え ， 古生物学会会員 27
名の分担執筆となっている力作.

マックアレスタ ーA. L. (大森昌衛訳) : 地球生物学

入門一生命の歴史一第 2 版. 地球科学入門シ リー

ズ 2 . A 6 判， 200 p. ， 共立出版， 1982 年， 2 ,500 

円.

〔主要内容〕生命の起源/生命の多様化/海洋にお

ける生命/陸地への移行/陸上植物/艇虫類と哨

乳類/ヒト .

〔寸言〕昭和 45 年の初版の改訂版.

マラホフ(金光不二夫訳) : おもしろい古生物の世

界. B 6 判 ， 158 p. ， 東京図書， 1977 年， 800 円 .
〔主要内容〕 化石を通して過去をさ ぐる/地球の百

面相.

三国コカ コ ーラボトリング化石集編纂委員会編: 化

石の魅力. 久留コレクション. A 4 判 ， 100 p. ， ダ

イヤモンド社， 1981 年， 7 ， 500 円.

〔主要内容〕 化石を語る (大杉 ・久留対談)/私の化

石行脚/化石は語る/化石を勉強するには.

〔寸言〕 故久留龍社長のコレク ションのカラー

写真集. ただし鑑定名のミスもある模様. 1982 年

秋に銀座ソニーピルに実物展示. シ ティ ー派の知

的トリッ プ〈都会の化石探検〉アーパンパレオン

トロジー として話題になった .

付. 前号に紹介した「中国の恐竜展図録一魚類か ら

猿人までの 4 億年一」は， 国立科学博物館後援会
(東京都台東区上野公園， 国立科学博物館内)へ
代金 500 円 と送料 350 円 を送付することにより入

手できます.
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新刊紹介

J ournal of the History of the Earth Sciences Society 

の刊行ーについて

ここ十数年の聞に地質学史について関心が深ま り，

国際会議などでもシンポジウムが行なわれたりして

いる事は周知の通りである . アメ リ カでは特にこの

傾向が強く ， 1980 年から 1981 年にかけて W. M 

Jordan や E. L. Y ochelson らの努力に よって His

tory of the Earth Sciences Society (略称 HESS)

の設立が計画され， 1982 年に会が発足した . 主な役

員は下記の通りである .

President; David B. Kitts, University of Oklaｭ

homa. 

President-Elect; Albert V. Carozzi, University 
of Illinois 

Secretary ; Ellis L. Yochelson, USGS 

Program Officer ; R. C. Laudam, Virginia 

Polytechnic Institute 

Editor ; G. M. Friedman, Rensselaer Polytech 

nic Institute 

Editorial associate R. M. Buyce, N ortheast 

ern Sci巴nce Foundation 

Councilers ; W. O. Kupsch , University of Sasｭ

katchewan D. A. Bassett, National Muse. 

um of Wales 

他に 14 名が Editor i a l Board として参加してい

る .

1982 年この会の出版物 Journal of the History of 

the Earth Sciences Soc iety が Vol. 1 として干U-ff さ

れ， Vol. 2 は 1983 年中に出版される予定である .

Vol. 1 はレ タ ーサイ ズ (2 1. 4 cmX27.6 cm ) で“cam.

era-ready copy" で 63 ぺージ， Vol. 2 は もっと大冊

になる予定とのことである . この会は地球科学全般

の学史に関す る研究会で ， Vol. 1 に は次の ような興

味深い論文等が掲載されている .

Preface (G. M. Friedman) 

Introduction (K. B. Bork) 

The logic of discovery in geology (D. B. Kitts) 

Tensions in the concept of geology Natural 

history or natural philosophy ? (R. Laudan) 

Women in paleontology in the United States 

1840・ 1960 (M. L. Aldrich) 

The Cincinnati “ school" of paleontology (K. E. 
Caster) 

Fenneman and Bucher : The early maturity of 

geological science (G. Prager) 

The Vanuxem collection (P. R. Kemmerly) 

Douglass Houghton , Michigan's first state geｭ

ologist (G. P. Merk) 

Lyell on the geological similarity of North 

America and Europe (L. G. WiIson) 

Paleontology in the United States Federal Servｭ

ice, 1804-1904 (C. M. Nelson) 

iiJ1に Book review ; Report of acting Secretaryｭ

Treasurer ; Calender of Events ; Interesting pubｭ

lications ; Author index and title index がついて

いる . この出版物は当分の聞は年一回刊行される予

定とのことである . 入会希望者は個人会員が年 US

15 ド jレ，教室 ・ 研究所は年 US20 ドルを Ell i s L. 

Yoch巴 lson ， Secretary, HESS, Room E-501 , Muｭ

seum of Natural History , Washington, D. c., 
20560, USA 宛に送付されたい. なおこの会や出版

物に関する質問は筑波大学地球科学系の猪郷久義

(0298-53-4320) まで.蛇足なが ら Secretary の

Yoche lson 博士は Teiichゆira kobのlashii という名

のオルドビス紀の腹足類の新属新種を 1968 年に提

唱した古生代腹足類の専門家である . (猪郷久義)
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毎日出版文化賞特別賞受賞

日本化石集品E
全58集+別集[総目次・総索引]
吉生物学者90人余の参加により継続的に刊行されてきた本集は、日本産の

主要化石を集大成した学術的に価値の高い国際的レベルの図集であると共

に、地域別・時代別・対象化石別なと、読者が必要に応仁て自由に再編集できるユニークな図集である。

-第一期 (1 - 18) ・第二期 ( 19 - 38) ・第三期 ( 39 - 58 + 総目次・総索引 )

・ A4 変形平IJ 各集 6 シート = 24ページ

名集y， 1500 全集揃価= ￥ 88500

・専用 " インダー ￥ 1800 1 1 111H: っち 6 ~ごうf収納で さます 1

・責任編集

湊正雄・ 浅野清・松本達郎・大森昌得i. 水野篤行・小畠郁生 ・

神谷英利 ・ 栗原謙二 ・ 森啓 ・ 勘米良亀齢 ・平野弘道

・再編集の例一一地域別について

①南関東地方=南関東地方の第四紀化石 1 -5 ( 14, 16, 20, 26 , 2H長 )

②九州地方=古第三紀の捕物化石1 IL州 ( 24集 )， ! L州炭田地域の

第三紀貝化石( 56集 l . 九州の脊維動物化石( 58m l ， 1也

-古生物学各槍[全4巻] 井尻正二底修

1 植物化石[補訂版]
徳永重元・ 大森昌衛責任編集 A5 半iJ 図表210

2--無脊椎動物化石・上
高柳;羊吉・大森昌衛責任編集 A5~占j 図表191 ￥ 4900 

3-- 無脊椎動物化石・下

脊椎動物化石
亀井節夫・後藤仁敏・大森昌衛責任編集 A5判図表313 ￥ 10000

恐竜圃画事典

恐竜時代の[生物と自然]
小畠初生編著 A5判 図版 109 y, 2400 

ディノサウルス精哨山態

生痕化石の世界
福田芳生著 180 X 190%引l 図版 151 y, 2600 

. 日本J血.'..t数行中会会長 稲森潤氏 1 ~i ,;':'J:;'i),n 1'2 1 

fヒ，'i H:、 USi立 小 さな (-f! I，たちに人気があるが 、 その r， iÏ<j を JJ iJかれて

附 っ た jt' l' は少くないはず。 もし こ のよフな全保が先'tの F もと

にあ !.LI i. どんなに.C..1!l， ，、ことであろ 7 。 内生物やJ也 'i'h':の研究

に進む人にと って{; n if~ な間報源として手もとから向性せな L 、 。

・前川文夫氏( 以京大名件数l:z)

この本はどのページ を聞いてむ、続くような 'I HI4 を満，1在していて

識者に 対 してもイー分な知l織を伝えてくれるし、初めて化石に接す

る者にはー!習の未米が与えられるだろう 。

・朝 日新聞評=この「臼本化石集」に収められた三千的という数は

文字通り日本産化11の集大成と呼ぶにふさわしい。

目でみる日本列島のおいたち

日本列島地質構造発達史
市川浩一郎・穣回至IIIJ ・島津光夫編 A4変形事j ￥ 7800 ・ 6刷

日本の第四系
湊正雄著 A4変形半IJ ￥ 6800 ・ 3刷

地球と生物との対話
井尻正ニ+湊正雄対談 四六判 ￥ 1600 

東京の震議官固と化石etc. めぐり
回国軍軍盟大森畠術編著四六判図表16 1 ￥ 1200 

東京周辺をたずねて

東海地方をたずねて[増補版]

生態学辞典[増補改訂版]



“化石"パックナンバーの在庫
(価格は送料込み) ‘ 、-

(11 号〕シシポジウム“脊椎動物"，その他 ・H ・H・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…・・6・・・・H ・H・...._..・H・-…...・H ・...・H ・. (500 円)

(13 号〕マラヤ・タぐ国産古植物化石，古生物分類の理論と方法，その他……...・H・....・ H・-……...・H・-・・・・ (500 円)

(15 号〕シンポジウム“日本における古生界・中生界境界付近のフォーナ問隊"…………H・H・......・H ・..… (5ÓO 円)
(16 号〕ダニアン問題，鮮新統・漸新統論考，その他…・・;…・…1 ・ H ・H ・...・H ・..，・H・-・……...・H ・H ・H ・...・H・-…・・ (500 円)

(i7 号〕シンポジウム“日本新生代貝類化石群の時空分布、{そのー)."，その他………叩・・…...・H・-…H ・H ・.. (600 円)
(18 号〕シンポジウム“日本新生代貝類化石群の時空分布(その二)"，その他・H・H・....・H・...……………… (600 円)
(19 ・ 20 号〕シンポジウム“植物の分布と進化"，その他…...・H・.....・H ・....・H ・...・H ・.....，..........・ H・-…・…・ (800 円)

(21 号〕シンポジウム“化石硬組織内の同位体"，その他…H・H・-…...・H・........・H ・....・H ・..，・H・..…...・H ・.. (800 円)

(22 号〕特集“中園地方新生界と古生物"・H・..…....・H ・....・H・....・H ・....・H・-…………...・H・.....・H ・....・H ・.. (800 円)

(23 ・ 24 号〕特集“化石夜組織内の同{立体(第 3 図シンポジウム)"，その他...・H・.....・H・..・山…...・ H・・ (1600 円)

(25 ・ 26 号J .~シンポジクム“古植物の分布とその問題点"，その他……H・H・......・ H ・.....・H ・.....……...・ H ・.. (1600 円)

(27 号〕深海底地積物中の炭酸塩溶解量の測定，その他…・…....・H・-…....・H・..…・...・H ・H・H・-……...・H・. (1700 円)
(28 号〕太ギ洋側 t 日本海側の新第三系の対比と編年に関する諸問題，その他・・H・H・..，・H ・.....・'"… t O'.-.・ (1900 円)

. (3ó号〕シV〆ジウム“新第三紀における日本の海洋生物地理一中新世を中1心として一"・・・…..........ー (2200 円)
(31 号〕本邦白亜系における海成・非海成層の対比，カキの古生態学 (1) …...・H・..……………...・H ・H ・H ・.. (1500 円)
(32 号〕四万十帯のイノセラムス;とアンモナイト，カキの古生態学 (2) …・ ...r....... ・ H・..…...・H ・.....・H・..… (1500 円)
(33 号〕ジャワの異化石，三豊紀 Monotis; その他・・H・H・....・ H ・.....・H ・........・H ・...・H ・.....・H・-…….....・ H ・. (1500 円)

〔増刊号〕コロキアム:化石硬組織内の同位体………...・H・.....・H・..…...・H・..… H ・H ・......・H ・.....・H・..……… (1000 円)
29 号の残部はありません.
パックナンバーを御希望の方は，代金を払い込みの上，お申込み下さい.

大学研究機関等で購入の際は，見積請求書等必要書類をお送りしますので御請求下さい.
申込みと送金先 ;ι

干 980.'仙台市荒巻字青葉 東北大学理学部地質学古生物学教室内

化石編集部 (振替口座仙台 1 -17141) 

または日本学会事務センター内日本古生物学会

,. 

e・, 

, ; 
‘1 

z-+-•. . . . . i f.. •• •.• • • • • 、. 

刷
行
印
発

口
U

口
u

n
U
F
U
 

唱
E
4
T
旬
E
A
-

同
月
日
付

。
L

内
'
u

唱
』
ゐ
唱
目
ゐ

年
年

9
0
q
a
 

o
O

凸E

Q
d
n
ョ
，

旬
・
&
'
・
4

化石第34号，

発行者日 本古 6 生物学 1t 
東京都文京区弥生 2 -4 -16 

:r:' 

日本学会事務センター内

編集者高柳洋吉・鎮西清高・.石崎国照
印刷者東ー光印刷株式会.社

T E'L '(0222) 56'-0894 

a .l I_ ... .. j_ .. j_ _l .I_ .&. ..L ..1.. _J._ ."-_ _.1.・.I_ .1. .1. j_ J. ... .I_ .A._ J. ..1. ..L・ a ・JI. .. .1. .1. 

司. T 官官官・ T ・ 1・・・・ TTTTT..... .，.........，・ T.- -T""T T T T T T T T T 

lli! 

危

険

、
.
，

i
d
e
a

.
、



7ωdぬ

Number 34 Dec. 15, 1983 

C�tents 

Problems in evol:ut.ionary pal巴onto l'0gy : .Report of symposi1JrtJ 

Stratigraphy and inhabited elwironments of the Cr巴ataceous trigonians 

.. M. Tashiro and T. Matsuda 19 

Importanc巴 of constant volume sampling for secdiment f::Ore study …・ ・ … ・ …. ... ...... … ..T.Oma 33 

Geologic ages of the Pa'leogene of Hok'kaido , ]apan, based upon planktonic forami,üfera 
-The relationship between the hiatuses and sea.level movemen匂一一 一 ・…… . ..... . ..K. Kaiho 41 

Proceedings of the Society . . ....…・・・・ …・ ・ ・・ ・・ … . .. . ..一 一一 ....… .......... …r …・ ・ -… ー 18 

Memorial : Professor Shoshiro Hamzawa ... . . .. .. . …・ ・ ・ …・…・ 一一... . .... .. …・・・ 二 一 .......y. Takayanag.j 51 

Some popular books 01il paleontology (2) ・ …… .. f ・ -・…j…………3……………………………1. Ofuata 53 
九

Informatioﾑ 01'1 Books ... . ...... . .. . .... . . . . .. . .... . . .... . .. .. . .. ..... .... . .. ... ... . ~ ... . .. . ... .. . .ー ・ ・・ ! .. . :..... . .. ... ... . ... . 55 

Ann0uncements of the Society .……一回一…・・・ ・ ・… ・ 7・… ー ・・…… 一- …・ 1 ・・ 7二~…… - ・ ・ : . . Inside ftont cover 

P ALAEON1'OLOGICAL SOCIETY OF J AP AN 


